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　犬の注射（登録）についてお知らせ

　昭和56年度第2回目の狂犬病予防注射及ぴ

未登録犬の登録を裏面日程表のとおり実施し

ますので都合のよい会場においでください。

会場に持参するもの

　1．この申込み書

　2．料　　　　金

　昭和56年度登録済犬1，500円（注射のみ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　昭和56年度未登録犬3，600円（登録と注射）

　3．印　　　　鑑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　犬の注射（登録）申込書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

り
　
　
線
－

町（部落）名

世帯主氏名
電話・有線番号

犬　の　種　類

〃　　年　齢 歳　　　　ヵ月

〃　　毛　色

〃　　性　別 オス　　・　　メス

〃　　名　前

〃　　体　格 大　・　中　・　小

：
：
き
　
　
り
　
　
と
　
　
り

継
擦
麟
纒
盤
蟻

線
：

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
名

対
象
児

参
集
区
域

は
に
た
い
か
れ
の
き
児
を
月
歯
力
ら
。

6
か
い

歳
す
さ

3
ま
だ

■
　
り
く

児
あ
て

月
が
来

力
診
て

6
検
い

歳
科
が

1
歯
み

●お
願
い

3
歳
児
検
診

10

月
14
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

詔
年
4
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

10
月
1
6
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

防
年
4
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

10

月
21
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

％
年
6
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定
10

月
20
日

　
（
火
）

午
後
1
時

～
3
時

茄
年
12
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

　
）

、
　
　
分

し
　
　
月

な
　
ω

の歯
子
し
い
む
よ

住
　
　
　
所

氏
　
　
　
名

保
護
者

尾
　
　
　
崎

小
川
由
希
子

正
　
　
夫

中
条
旭
町

藤
木
　
　
吉
朗

吉
　
　
仁

南
新
田
町

山
田
久
美
子

金
　
　
二

高
田
町
三
西

庭
　
野
　
　
真

好
　
　
一

No

きりとり線

　
　
　
1
0
月
の
休
日
救
急
医

　
…
4
日
池
田
医
院
（
本
町
西
一
丁
目
）
…

　
　
　
　
　
　
壼
2
の
2
5
8
1
番
㎜

　
　
　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
　
　
9
・
2
5
7
6
3
－
2
…
番
…

　
…
1
0
日
　
山
口
医
院
（
袋
町
中
）

　
…
（
体
宵
の
旦
　
8
2
の
2
1
7
4
番
…

　
㎜
n
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
　
魯
2
の
3
2
6
9
番
…

　
　
　
　
　
漣
”
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
　
皿

　
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番
　
…

　
…
．
B
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
　
魯
2
の
2
9
5
7
番
…

　
…
2
5
日
　
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
　
魯
7
の
も
0
1
8
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
時

根
茂
織
物
㈱
　
間
午
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

睦
織
物
　
時
前
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
1
0

小
児
マ
駕
葦
鷺
ク
ヂ
鷺
装
与
ヨ
程

●
該
当
者

ω
一
回
目
　
昭
和
弱
年
1
月
1
日
～
昭
和
弱
年
6
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

ω
二
回
目
　
昭
和
55
年
7
月
－
日
～
昭
和
5
5
年
1
2
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

⑥
そ
の
他
　
4
歳
迄
の
人
で
、
一
度
も
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
て
い

　
な
い
人
と
一
回
し
か
受
け
て
い
な
い
人

●
料
　
金
　
無
料

●
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人

有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
下
痢
を
し
て
い
る
人
、
そ
の
他
医
師
が
不

適
と
認
め
た
人

地
　
　
区
　
　
名

十
日
町
地
区

新
座
・
大
井
田
地
区

六川中

箇治条

地地地

区区区

水下吉

沢条田

地地地

区区区

月

日

10

月
6
日
㈹

10

月
7
日
困

10

月
8
日
困

受
　
寸
　
時
　
間

午
後
－
時
5
0
分

～
午
後
2
時
3
0
分

実
施
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

むし歯のない
よい子
　　　（9月分）

献血車
日程

10

月
7
日

10

月
8
目

臓
潮
轡
鐵
鰻
耀
撫
胤
饗
灘
鯵
窟
礎
鱗
燕
診
組
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

10

月
1
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

保
健
セ
ン
タ

春
日
町
1
、
2
、
3
、
高
田
町
4

5
、
6
、
寿
町
1
、
2
、
3
、
4

午
後
1
時

～
午
後
3
時

高
山
2
、
3
、
4
、
錦
町
1
、
2
、
千

歳
町
、
桜
木
町
、
美
雪
町
1
、
2
、
3

10

月
6
日
図

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

北
新
田
2
、
3
、
城
之
古
1
、
2
、

3
、
東
町

午
後
1
時

～
午
後
3
時

川
治
下
町
2
、
3
、
妻
有
町
1
、
2
、

谷
内
丑
1
、
2
、
北
新
田
1

10

月
7
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

塚
原
町
、
関
根
1
、
2
、
浅
之
平

山
本
1
、
2
、
3
、
4
、
5

午
後
1
時

～
午
後
3
時

川
治
上
町
、
中
町
、
内
後
、
川
治

下
町
1
、
河
内
町

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
も
し
都
合
で
受
診
さ
れ
な
か
っ
た
か
た
は
通
知
書
を
後
日
受
診
の
時
に
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

査
望
澱
鰹
曇
繋
腰
薦
聯
礎
鞍
浴
程

●
該
当
者
満
3
歳
か
ら
1
5
歳
迄
の
人

●
料
　
金
満
3
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
人
一
回
百
円
（
接
種
当
日
持
参
〉

●
受
け
て
は
い
け
な
い
人

生
ワ
ク
投
与
・
麻
し
ん
接
種
を
受
け
た
後
一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
な
い
人

有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
、
そ
の
他
医
師

が
不
適
と
認
め
た
人実

　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

地
　
区
　
名

一
　
回
　
　
目

二
　
回
　
　
目

東
小
学
校
区

10

月
9
日
囲

10
月
2
3
日
囲

午
後
1
時

～
2
時

分分

東
小
学
校

馬
場
小
学
校
区

午
後
1
時

～
2
時

分
1
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時

～
2
時

分分

珠
田
分
校

”
　
治
地
　
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

10

月
13
日
㈹

10

月
27
日
㈹

午
後
1
時

～
2
時

分分

保
健
セ
ン
タ
ー

飛
一
小
学
校
区

午
後
2
時

～
2
時
⑳
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
　
分

～
2
時
　
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
2
時
　
分

～
3
時

枯
木
又
分
校

六
箇
小
学
校
区

10
月
1
5
日
困

10
月
2
9
日
㈱

午
後
1
時

～
1
時

分分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
1
分

～
2
時

分

野
中
小
学
校

（
右
記
以
外
の
地
区
の
予
定
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

◎
注
意
事
項

o
投
与
・
接
種
前
は
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

o
投
与
・
接
種
当
日
の
朝
は
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。

o
母
子
健
康
手
帳
・
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
問
診
票
は
保
護
者
が
責
任
を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

　
で
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
）

’販1q塩・
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O
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

窃
8
”
防
突
デ
ー
で
電
ほ
《
の
家

　
日
ご
と
に
寒
く
な
り
、
暖
房
器
具

を
多
用
す
る
季
節
を
迎
え
、
十
日
町

地
域
消
防
本
部
で
は
、
火
災
の
多
発

す
る
こ
の
季
節
を
前
に
全
国
に
先
が

け
て
、
十
一
月
一
日
～
七
日
ま
で
秋

　
　
十
’
月
一
日
～
七
日

季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
、
消
防
職
員
、
消
防
団

員
が
各
事
業
所
や
家
庭
に
火
の
元
検

査
に
伺
い
ま
す
。

　
冬
の
火
災
原
因
で
最
も
多
い
の
は

◎
ス
ト
ー
ブ
、
コ
タ
ツ
の
不
注
意
で

特
に
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
の
干
物
は
危

険
で
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
多

い
の
は
、
◎
天
ぶ
ら
鍋
の
着
火
　
◎

石
油
風
呂
釜
掃
除
不
良
に
よ
る
異
常

燃
焼
で
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
冬
期
間
は
、
雪
囲
い
な
ど

の
た
め
避
難
口
が
ふ
さ
が
り
ま
す
が
、

確
保
す
る
よ
う
努
力
し
、
特
に
、
身

体
不
自
由
者
、
老
人
、
幼
児
は
避
難

し
や
す
い
場
所
に
寝
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
内
で
は
、
雪
の
重
力
に

　
　
嵩

　
　
蛎

ー
盗
懸
糊
購
響
で
す
ー

　
四
月
か
ら
毎
月
一
日
に
開
催
し
て
き
た
市
民
と
語
る
日

は
、
次
回
が
最
終
回
で
す
。
日
頃
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
．
お
問
い
合

わ
せ
と
．
こ
連
絡
は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
ー
三
｝
一

一
番
内
線
二
三
六
）
へ
。

　
※
市
民
と
語
る
日
は
、
冬
期
間
休
み
で
す
。
来
年
四
月

か
ら
再
開
し
ま
す
。

秋
季
火
災
予
防
運
動

よ
る
プ
・
パ
ン
ガ
ス
事
故
が
多
発
し

ま
す
が
、
一
瞬
に
し
て
大
惨
事
を
引

き
起
こ
し
危
険
で
す
か
ら
屋
外
の
配

管
、
メ
ー
タ
r
部
分
に
は
、
雪
の
力

が
か
か
ら
な
い
よ
う
丈
夫
な
囲
い
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

市
有
財
産
公
売
公
告

広寅と謂Fる∠i7

11月1日（日）市役所で

午後3時～7時

地場産業振興センター着工

　
地
場
産
業
の
振
興
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
殿
堂
と
し
て
、

今
後
の
産
地
発
展
の
拠
点
と
な

る
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

起
工
式
が
、
十
四
日
、
諸
里
市

長
、
田
淵
県
商
工
労
働
部
長
、

関
係
市
町
村
長
ら
が
出
席
し
て

市
内
宇
都
宮
の
同
セ
ン
タ
ー
建

設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
五
十
八
年

三
月
竣
工
を
め
ざ
し
、
文
字
通

り
地
場
産
業
振
興
の
切
り
札
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
十
日
町
警
察
署
第
三
宿
舎
敷
地

を
左
記
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。
買

受
け
希
望
者
は
現
場
熟
覧
の
う
え
入

札
し
て
く
だ
さ
い
。

公
売
物
件
　
　
土
地

　
所
在
　
十
日
町
市
字
西
四
ノ
町

　
地
番
寅
甲
五
四
番
二
（
西
浦
東
）

　
地
目
宅
地

　
地
積
　
台
帳
・
実
測
面
積
と
も

　
百
六
・
四
七
㎡
（
三
二
・
二
坪
）

契
約
条
項
を
示
す
場
所
及
び
期
間

　
場
所
　
市
総
務
部
財
政
課
管
財
係

　
期
間
　
十
一
月
五
日
ま
で

入
札
場
所
　
市
役
所
小
会
議
室

入
札
日
時
　
十
一
月
五
日
、
午
後
一

　
　
　
　
　
時
三
十
分
（
即
日
開
札
〉

入
札
保
証
金
　
各
自
見
積
額
の
百
分

　
の
五
以
上
。
入
札
保
証
金
は
入
札

　
終
了
後
に
こ
れ
を
還
付
し
ま
す
．

　
た
だ
し
、
落
札
者
の
入
札
保
証
金

　
は
契
約
保
証
金
に
充
当
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
詳
細
は
財
政
課
管
財

係
（
8
七
－
三
二
一
番
内
線
二
三

九
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

目の不自由な人のために

　　　　角膜移植で光を

　　　　　ロ　　　　　ロ　　　　　コユ　　　　　　ロ　　　　
　ライオ糠夢藤、灘壁動

　
「
角
膜
移
植
で
、
目
の
不
自
由
な
人

に
、
愛
と
希
望
の
光
を
…
…
」
と
十

日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
（
星
名
甲

子
郎
会
長
）
で
は
、
ア
イ
バ
ン
ク
献

眼
運
動
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
．

　
ア
イ
バ
ン
ク
運
動
は
、
自
分
の
死

後
、
角
膜
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
束

し
、
眼
球
銀
行
（
ア
イ
バ
ン
ク
）
に

献
眼
登
録
を
進
め
る
運
動
で
す
。

　
角
膜
は
、
目
の
ク
・
メ
の
表
面
を

被
っ
て
い
る
透
明
な
膜
で
、
こ
れ
を

通
し
て
始
め
て
物
が
見
え
る
の
で
す

が
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
白
く
濁
る

と
見
え
な
く
な
り
ま
す
。
一
旦
混
濁

し
て
し
ま
っ
た
角
膜
は
、
手
術
で
も

薬
で
も
透
明
に
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
、
正
常
な
角
膜
を
移
植
し
な
け
れ

ば
視
力
を
回
復
で
き
ま
せ
ん
。
善
意

の
眼
球
（
角
膜
）
提
供
者
が
あ
っ
て

始
め
て
手
術
が
可
能
な
の
で
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
呼
び
か
け

に
こ
た
え
て
、
新
た
に
、
十
四
歳
か

ら
七
十
二
歳
ま
で
の
三
十
四
人
の
方

が
献
眼
登
録
を
し
て
い
ま
す
が
、
死

後
身
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
に
は

わ
り
切
れ
な
い
面
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
灰
に
な

っ
て
し
ま
う
目
で
す
。
　
一
人
で
も
多

く
の
角
膜
障
害
者
を
救
っ
て
社
会
復

帰
の
で
き
る
よ
う
あ
な
た
の
目
の
提

供
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
十
目
町
ラ
イ
ォ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
盈
七
－
五
】
一
一
番
）
へ
。
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饒

必
＼

一
》
孝
／

一
（
っ
ノ
・

　
　
　
、

り
4

令

］

虫
歯
予
防
の
た
め
の

　
こ
ん
に
ち
は
、
や
す
こ
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
十
一
月
八
日

の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

六
月
四
日
を
ム
シ
バ
の
日
と
呼

ん
で
い
ま
す
ね
。
十
一
月
八
日

は
、
イ
イ
ハ
の
日
と
呼
び
ま
す
。

む
し
歯
は
イ
タ
イ
で
す
ね
。

む
し
歯
に
な
ら
な
い
よ
う

　
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
聞

　
　
い
て
み
ま
し
た
。

問
　
歯
ブ
ラ
シ
は
、
い
つ
頃
か
ら
ど

　
の
よ
う
に
与
え
た
ら
い
い
で
す
か
。

答
　
歯
が
は
え
た
ら
、
乳
児
用
の
歯

　
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
て
、
親
の
目
の

　
前
で
遊
ば
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
歯
み
が
き
が
自
分
で
で
き
る
よ
う

　
に
な
っ
た
ら
、
歯
の
す
み
ず
み
ま

　
で
ど
う
し
た
ら
き
れ
い
に
掃
除
で

　
き
る
か
、
子
供
な
り
に
工
夫
さ
せ

　
る
と
、
脳
の
働
き
を
活
発
に
さ
せ
、

　
知
的
発
育
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ

　
れ
て
い
ま
す
。

　　　？
〆
＿
し1

一
問
一
答

問
　
「
哺
乳
び
ん
は
、
虫
歯
の
も
と
」

　
と
聞
き
ま
す
が
、
本
当
で
す
か
。

答
本
当
で
す
。
糖
分
が
口
の
中
に

　
長
い
間
残
っ
て
い
る
と
、
虫
歯
菌

　
が
元
気
に
働
き
、
歯
を
と
か
し
て

　
し
ま
い
ま
す
。
親
の
都
合
で
哺
乳

　
び
ん
を
い
つ
も
く
わ
え
さ
せ
て
い

　
る
人
を
た
ま
に
み
か
け
ま
す
が
、

　
せ
め
て
一
歳
す
ぎ
た
ら
、
寝
な
が

　
ら
の
授
乳
は
、
や
め
る
よ
う
に
心

　
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
哺
乳
び
ん
を
使
っ
て
い
る
間
は
、

　
ミ
ル
ク
の
後
、
さ
湯
か
番
茶
を
二

　
十
㏄
く
ら
い
の
ま
せ
る
か
、
ガ
ー

　
ゼ
で
歯
を
ふ
い
て
清
潔
に
保
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

問
口
を
あ
け
る
の
を
い
や
が
り
な

　
か
な
か
見
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ど

　
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

答
　
口
を
あ
け
る
習
慣
は
、
小
さ
い

　
う
ち
か
ら
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
歯
が
は
え
て
き
た
ら
、
毎
日
一
回

　
子
供
さ
ん
と
一
緒
に
、
鏡
を
見
な

　
が
ら
か
わ
い
い
歯
を
ほ
め
て
あ
げ

　
ま
す
。

　
一
歳
半
頃
に
は
、
親
子
で
歯
み
が

　
き
を
し
合
っ
た
り
、
点
検
し
合
っ

　
た
り
し
ま
す
。
一
番
大
切
な
こ
と

　
は
、
楽
し
く
口
を
あ
け
る
よ
う
に
、

　
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。

　
囹
　
歯
科
検
診
の
時
、
口
を
か
た

　
　
く
閉
じ
絶
対
に
み
せ
て
く
れ
な

　
　
い
子
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
、
口
を
あ
け
る
こ
と
に

　
　
慣
れ
て
い
な
い
事
、
ま
た
お
家

　
　
で
「
そ
ん
な
悪
い
子
は
、
お
医

　
　
者
さ
ん
の
所
に
連
れ
て
い
っ
て

　
　
注
射
し
て
も
ら
い
ま
す
よ
。
」
と

　
　
し
か
ら
れ
、
必
要
以
上
に
医
師

　
　
を
こ
わ
が
っ
て
い
る
事
も
影
響

　
　
し
て
い
ま
す
。
検
診
の
時
、
非

　
　
常
に
こ
ま
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

　
　
こ
の
よ
う
な
し
か
り
方
は
し
な

　
　
い
で
く
だ
さ
い
。

問
　
歯
の
か
み
合
わ
せ
が
お
か
し
い

　
の
で
す
が
、
医
師
に
見
て
も
ら
っ

　
た
方
が
い
い
で
す
か
。

答
　
気
が
つ
い
た
ら
早
め
に
歯
科
医

　
に
見
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
経
過
を
見
な
が
ら
、
必
要
な
時
期

　
に
矯
正
し
て
く
れ
ま
す
。

問
　
一
歳
半
歯
科
検
診
で
虫
歯
が
あ

　
る
と
い
わ
れ
た
の
で
す
が
、
ど
う

　
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
早
目
に
歯
医
者
さ
ん
に
予
約
し

　
て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
（
急

　
患
は
別
で
す
）

問
　
虫
歯
の
進
行
を
ふ
せ
ぐ
方
法
が

　》⊂酒「

　
あ
る
そ
う
で
す
が
、
ど
こ
で
や
っ

　
て
も
ら
え
ま
す
か
。

答
　
サ
ホ
ラ
イ
ド
塗
布
の
方
法
に
よ

　
っ
て
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
、
イ
．
㌧
き

　
ま
す
。
市
内
の
歯
医
者
さ
ん
へ
行

　
き
、
半
年
に
一
回
、
二
～
三
回
続

　
け
て
ぬ
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
　
虫
歯
予
防
に
完
全
な
方
法
が
あ

　
り
ま
す
か
。

答
　
残
念
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
完

　
全
な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
虫
歯
は
、
細
菌
・
歯
の
質
・
食
物

　
の
三
つ
条
件
が
重
な
っ
た
時
に
な

　
り
ま
す
。

塾
動陰措 　
　
　
　
　
　
　
ム

￥
　
　
　
ノ

一
／
、
、
、

つ＼巖

櫻

℃

（3）”ll”lll“lllo”olluヒ6Jy』β3」『刻7』5だ晒』暫m””1“1”lll”ll“lollom””11”IIIll”””“”1””“管llll”””Ilo““”llll“II””1“5“”lllloII””Illl“”51“511“IIIll川””昭和56年10月25日

虫歯退治のため
　三要素のチェックを

、

★
虫
歯
菌
を
近
づ
け
な
い
た
め
に

　
食
事
の
後
、
お
や
つ
の
後
、
寝
る
前
は
、
家
族
皆

　
ん
な
で
お
口
の
お
掃
除
ゴ
シ
・
ゴ
シ
・
ゴ
シ
・
－

　
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
歯
の
質
を
よ
く
す
る
た
め
に

　
い
ろ
ん
な
食
品
を
か
た
よ
ら
な
い
よ
う
食
べ
さ
せ

　
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
さ
と
う
を
へ
ら
す
た
め
に

　
だ
ら
だ
ら
お
や
つ
を
食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
、
き
ち

　
ん
と
時
間
を
決
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
あ
め
な
ど
の
甘
い
お
や
つ
を
へ

　
ら
し
、
く
だ
も
の
・
牛
乳
・
卵
な
ど
を
お
や
つ
に

　
し
ま
し
よ
・
つ
。

　
☆
欝
。
。
暴
黛
難
驚
　
＼
　
　
　
　
　
　
y
。
、
矯

羅
．
　
ヌ
　
　
　
’
・
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
－
　
嬉
簸
鷺

　
　
　
　
　
　
売
」
歯
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
、
轟
　
　
　
　
　
　
．
§
　
　
　
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

鶉
撰
蜘

馨

歯φおい粥

撫
吻
晦
鋤

華
ん
む
ト
、

れ
か
ま
タ

ほ
み
さ
ひ
牟

δ
ぐ
夢

◎
歯
一
∵

8　、

諜

き愚’焔

も憩

＼麟

★ピタミンD

卵費、バタ。、牛乳などに多く含まれ

ていますが紫外線にあたると、疲膚の

下でビタミン0がでさます。日光浴を
充分していれば不足する二とはまずあ

りません。

勘6胡

灘
難

　
　
　
　
・
辮
・

　
　
　
　
　
鑛
搬
　
　
　
藻
，

シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
■
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
菰
、

　
　
　
　
　
　
　
　
琳
騰
舘
－
霧

欝匙，、駕露ジ．1．襲

　　　契．、翻億

払ご

桝

むし歯のないよい子（10月分）

ス鞭塞亀撫驚懲懸雛鎌難蒙，・醗、

　　　　　　　（数量は日常食ぺる量を目安にしました。）

　
　
　
灘
灘
難
韓
．
織

覇
懇
・
、
鷺

難麟
，
驚
　
　
　
婁

難
襲
　
瞭
、
噺

蹴
、
纒
霧
1
羅

　
　
　
　
、
鰯
　
灘
灘
欝

　
　
　
　
　
，
　
　
灘
　
徳
．

慾

住　　所 氏　　名 保護者

下条本町 田村　幸子 一　男

川　　原　　町 大島　　透 数　男

四日町新田3 重野　剛基 泰　宏

春日町3 片桐　浩之 時　男

川治上町 遠田　健一 孝　雄

川治内後 俵山由紀子 正

桜　木　町 湯沢　由佳 正　行

土市第2 成田　大介 隆　生

伊達第　1 宮沢　知之 正　之

旭　　ケ　丘 山本　洋介 哲　明

上　　川　　町 村山由美子 袈裟男
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饒

必
＼

一
》
孝
／

一
（
っ
ノ
・

　
　
　
、

り
4

令

］

虫
歯
予
防
の
た
め
の

　
こ
ん
に
ち
は
、
や
す
こ
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
十
一
月
八
日

の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

六
月
四
日
を
ム
シ
バ
の
日
と
呼

ん
で
い
ま
す
ね
。
十
一
月
八
日

は
、
イ
イ
ハ
の
日
と
呼
び
ま
す
。

む
し
歯
は
イ
タ
イ
で
す
ね
。

む
し
歯
に
な
ら
な
い
よ
う

　
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
聞

　
　
い
て
み
ま
し
た
。

問
　
歯
ブ
ラ
シ
は
、
い
つ
頃
か
ら
ど

　
の
よ
う
に
与
え
た
ら
い
い
で
す
か
。

答
　
歯
が
は
え
た
ら
、
乳
児
用
の
歯

　
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
て
、
親
の
目
の

　
前
で
遊
ば
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
歯
み
が
き
が
自
分
で
で
き
る
よ
う

　
に
な
っ
た
ら
、
歯
の
す
み
ず
み
ま

　
で
ど
う
し
た
ら
き
れ
い
に
掃
除
で

　
き
る
か
、
子
供
な
り
に
工
夫
さ
せ

　
る
と
、
脳
の
働
き
を
活
発
に
さ
せ
、

　
知
的
発
育
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ

　
れ
て
い
ま
す
。

　　　？
〆
＿
し1

一
問
一
答

問
　
「
哺
乳
び
ん
は
、
虫
歯
の
も
と
」

　
と
聞
き
ま
す
が
、
本
当
で
す
か
。

答
本
当
で
す
。
糖
分
が
口
の
中
に

　
長
い
間
残
っ
て
い
る
と
、
虫
歯
菌

　
が
元
気
に
働
き
、
歯
を
と
か
し
て

　
し
ま
い
ま
す
。
親
の
都
合
で
哺
乳

　
び
ん
を
い
つ
も
く
わ
え
さ
せ
て
い

　
る
人
を
た
ま
に
み
か
け
ま
す
が
、

　
せ
め
て
一
歳
す
ぎ
た
ら
、
寝
な
が

　
ら
の
授
乳
は
、
や
め
る
よ
う
に
心

　
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
哺
乳
び
ん
を
使
っ
て
い
る
間
は
、

　
ミ
ル
ク
の
後
、
さ
湯
か
番
茶
を
二

　
十
㏄
く
ら
い
の
ま
せ
る
か
、
ガ
ー

　
ゼ
で
歯
を
ふ
い
て
清
潔
に
保
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

問
口
を
あ
け
る
の
を
い
や
が
り
な

　
か
な
か
見
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ど

　
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

答
　
口
を
あ
け
る
習
慣
は
、
小
さ
い

　
う
ち
か
ら
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
歯
が
は
え
て
き
た
ら
、
毎
日
一
回

　
子
供
さ
ん
と
一
緒
に
、
鏡
を
見
な

　
が
ら
か
わ
い
い
歯
を
ほ
め
て
あ
げ

　
ま
す
。

　
一
歳
半
頃
に
は
、
親
子
で
歯
み
が

　
き
を
し
合
っ
た
り
、
点
検
し
合
っ

　
た
り
し
ま
す
。
一
番
大
切
な
こ
と

　
は
、
楽
し
く
口
を
あ
け
る
よ
う
に
、

　
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。

　
囹
　
歯
科
検
診
の
時
、
口
を
か
た

　
　
く
閉
じ
絶
対
に
み
せ
て
く
れ
な

　
　
い
子
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
、
口
を
あ
け
る
こ
と
に

　
　
慣
れ
て
い
な
い
事
、
ま
た
お
家

　
　
で
「
そ
ん
な
悪
い
子
は
、
お
医

　
　
者
さ
ん
の
所
に
連
れ
て
い
っ
て

　
　
注
射
し
て
も
ら
い
ま
す
よ
。
」
と

　
　
し
か
ら
れ
、
必
要
以
上
に
医
師

　
　
を
こ
わ
が
っ
て
い
る
事
も
影
響

　
　
し
て
い
ま
す
。
検
診
の
時
、
非

　
　
常
に
こ
ま
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

　
　
こ
の
よ
う
な
し
か
り
方
は
し
な

　
　
い
で
く
だ
さ
い
。

問
　
歯
の
か
み
合
わ
せ
が
お
か
し
い

　
の
で
す
が
、
医
師
に
見
て
も
ら
っ

　
た
方
が
い
い
で
す
か
。

答
　
気
が
つ
い
た
ら
早
め
に
歯
科
医

　
に
見
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
経
過
を
見
な
が
ら
、
必
要
な
時
期

　
に
矯
正
し
て
く
れ
ま
す
。

問
　
一
歳
半
歯
科
検
診
で
虫
歯
が
あ

　
る
と
い
わ
れ
た
の
で
す
が
、
ど
う

　
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
早
目
に
歯
医
者
さ
ん
に
予
約
し

　
て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
（
急

　
患
は
別
で
す
）

問
　
虫
歯
の
進
行
を
ふ
せ
ぐ
方
法
が

　》⊂酒「

　
あ
る
そ
う
で
す
が
、
ど
こ
で
や
っ

　
て
も
ら
え
ま
す
か
。

答
　
サ
ホ
ラ
イ
ド
塗
布
の
方
法
に
よ

　
っ
て
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
、
イ
．
㌧
き

　
ま
す
。
市
内
の
歯
医
者
さ
ん
へ
行

　
き
、
半
年
に
一
回
、
二
～
三
回
続

　
け
て
ぬ
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
　
虫
歯
予
防
に
完
全
な
方
法
が
あ

　
り
ま
す
か
。

答
　
残
念
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
完

　
全
な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
虫
歯
は
、
細
菌
・
歯
の
質
・
食
物

　
の
三
つ
条
件
が
重
な
っ
た
時
に
な

　
り
ま
す
。

塾
動陰措 　
　
　
　
　
　
　
ム

￥
　
　
　
ノ

一
／
、
、
、

つ＼巖

櫻

℃
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虫歯退治のため
　三要素のチェックを

、

★
虫
歯
菌
を
近
づ
け
な
い
た
め
に

　
食
事
の
後
、
お
や
つ
の
後
、
寝
る
前
は
、
家
族
皆

　
ん
な
で
お
口
の
お
掃
除
ゴ
シ
・
ゴ
シ
・
ゴ
シ
・
－

　
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
歯
の
質
を
よ
く
す
る
た
め
に

　
い
ろ
ん
な
食
品
を
か
た
よ
ら
な
い
よ
う
食
べ
さ
せ

　
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
さ
と
う
を
へ
ら
す
た
め
に

　
だ
ら
だ
ら
お
や
つ
を
食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
、
き
ち

　
ん
と
時
間
を
決
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
あ
め
な
ど
の
甘
い
お
や
つ
を
へ

　
ら
し
、
く
だ
も
の
・
牛
乳
・
卵
な
ど
を
お
や
つ
に

　
し
ま
し
よ
・
つ
。

　
☆
欝
。
。
暴
黛
難
驚
　
＼
　
　
　
　
　
　
y
。
、
矯

羅
．
　
ヌ
　
　
　
’
・
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
－
　
嬉
簸
鷺

　
　
　
　
　
　
売
」
歯
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
、
轟
　
　
　
　
　
　
．
§
　
　
　
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

鶉
撰
蜘

馨

歯φおい粥

撫
吻
晦
鋤

華
ん
む
ト
、

れ
か
ま
タ

ほ
み
さ
ひ
牟

δ
ぐ
夢

◎
歯
一
∵

8　、

諜

き愚’焔

も憩

＼麟

★ピタミンD

卵費、バタ。、牛乳などに多く含まれ

ていますが紫外線にあたると、疲膚の

下でビタミン0がでさます。日光浴を
充分していれば不足する二とはまずあ

りません。

勘6胡

灘
難

　
　
　
　
・
辮
・

　
　
　
　
　
鑛
搬
　
　
　
藻
，

シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
■
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
菰
、

　
　
　
　
　
　
　
　
琳
騰
舘
－
霧

欝匙，、駕露ジ．1．襲

　　　契．、翻億

払ご

桝

むし歯のないよい子（10月分）

ス鞭塞亀撫驚懲懸雛鎌難蒙，・醗、

　　　　　　　（数量は日常食ぺる量を目安にしました。）

　
　
　
灘
灘
難
韓
．
織

覇
懇
・
、
鷺

難麟
，
驚
　
　
　
婁

難
襲
　
瞭
、
噺

蹴
、
纒
霧
1
羅

　
　
　
　
、
鰯
　
灘
灘
欝

　
　
　
　
　
，
　
　
灘
　
徳
．

慾

住　　所 氏　　名 保護者

下条本町 田村　幸子 一　男

川　　原　　町 大島　　透 数　男

四日町新田3 重野　剛基 泰　宏

春日町3 片桐　浩之 時　男

川治上町 遠田　健一 孝　雄

川治内後 俵山由紀子 正

桜　木　町 湯沢　由佳 正　行

土市第2 成田　大介 隆　生

伊達第　1 宮沢　知之 正　之

旭　　ケ　丘 山本　洋介 哲　明

上　　川　　町 村山由美子 袈裟男
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虫
歯
の
な
し
遷
ど
暉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
信
を
持
っ
た
娘

昭
和
五
十
六
年
、
虫
歯
の
な
い
母
子
表
彰
を

受
け
た
野
上
明
子
さ
ん
の
体
験
談
か
ら
－
…

　
小
雨
模
様
の
朝
、
可
愛
い
い
産
ぶ

声
を
上
げ
て
、
こ
の
世
に
誕
生
し
た

娘
　
　
。

　
予
定
日
を
一
週
間
す
ぎ
…
…
十
日

す
ぎ
…
…
の
ん
き
な
私
も
い
さ
さ
か

心
配
に
な
り
い
ろ
い
ろ
な
事
が
、
脳

裏
を
か
す
め
る
。

　
年
配
の
方
が
、
「
初
期
の
頃
に
、
高

熱
さ
え
出
さ
な
け
れ
ば
大
丈
夫
だ
ぜ

ね
！
」
と
、
励
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し

た
。
で
も
実
は
、
妊
娠
も
ま
だ
わ
か

ら
ぬ
、
ほ
ん
の
初
期
に
、
高
熱
（
4
0

度
位
）
が
、
三
日
続
き
、
次
の
日
は
、

ケ
ロ
リ
〃
”
、
二
週
間
お
き
に
三
回
位

く
り
返
さ
れ
、
内
科
に
か
か
り
、
注

射
を
し
た
り
、
薬
を
飲
ん
だ
り
…
と
、

想
え
ば
心
配
の
種
が
あ
れ
こ
れ
浮
か

び
、
悪
い
方
へ
く
と
、
な
お
一
層

の
不
安
が
増
す
ば
か
り
で
し
た
。
二

週
間
お
く
れ
で
、
や
っ
と
オ
ギ
ャ
ー
、

オ
ギ
ャ
ー
。

　
そ
の
娘
も
、
今
や
四
歳
に
成
長
し
、

母
子
共
に
虫
歯
が
な
く
、
表
彰
さ
れ

る
と
は
本
当
に
胸
が
あ
つ
く
な
る
お

も
い
で
し
た
。
子
供
な
が
ら
も
賞
状

を
読
ま
れ
る
方
々
の
顔
を
、
じ
っ
と

見
つ
め
る
我
娘
の
ま
な
ざ
し
が
、
印

象
的
で
し
た
。

　
さ
て
、
魚
が
嫌
い
な
私
の
為
に
、

母
親
が
「
妊
娠
中
に
は
、
煮
干
を
一

日
十
本
食
べ
る
様
に
」
と
、
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
昔
、
い
ろ
り
の
火
で
、

煮
干
を
や
い
て
、
意
外
と
お
い
し
か

っ
た
味
を
思
い
出
し
、
こ
れ
な
ら
食

べ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
、
や
っ

て
み
た
。
長
つ
づ
き
は
し
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
時
々
思
い
だ
し
て
は

食
べ
ま
し
た
。
幸
い
つ
わ
り
も
な
く

食
物
の
変
化
も
な
く
、
何
で
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
た
の
も
影
響
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
私
は
三
人
姉
弟
の
真
中
。

二
歳
ち
が
い
の
姉
は
、
お
婆
ち
ゃ
ん

子
で
祖
母
に
抱
か
れ
て
寝
て
い
ま
し

た
。
祖
母
は
ゼ
ン
ソ
ク
持
ち
で
寝
る

時
は
、
い
つ
も
「
あ
め
」
を
服
用
し
、

姉
も
一
緒
に
な
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
事
も
あ
り
姉
は
小
さ
い
時
か

ら
、
む
し
歯
だ
ら
け
で
、
歯
ぐ
き
か

ら
バ
イ
菌
が
入
り
鼻
ま
で
は
れ
あ
が

り
、
何
度
も
病
院
通
い
し
た
と
か
．

　
三
番
目
は
男
の
子
で
想
像
通
り
…
。

真
中
の
私
は
、
み
ん
な
か
ら
も
さ
ほ

ど
関
心
も
む
け
ら
れ
ず
、
一
人
で
寝

た
り
、
父
の
布
団
に
も
ぐ
り
込
ん
だ

り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
だ

に
虫
歯
が
な
い
と
は
　
　
。
確
か
に
、

歯
質
は
遺
伝
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
姉
妹
で
も
環
境
に
よ
り
、
こ
れ

ほ
ど
に
も
違
う
も
の
な
ん
で
す
ね
。

「
甘
い
も
の
」
は
、
虫
歯
の
原
因
に

な
る
こ
と
は
確
か
の
よ
う
で
す
。

　
今
、
「
あ
め
」
「
チ
ョ
コ
レ
：
卜
」
な

ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
甘
い
物
が
出

ま
わ
っ
て
い
る
中
で
食
べ
る
な
〃
”
と

い
う
方
が
無
理
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
甘
い
も
の
だ
っ
て
成
長
期
に
必

要
で
す
。
し
か
し
、
い
つ
も
、
い
つ

も
「
食
べ
す
ぎ
」
る
こ
と
の
な
い
様

に
、
そ
し
て
、
生
後
数
ヵ
月
で
白
い

キ
ラ
キ
ラ
し
た
一
本
の
歯
が
可
愛
い

い
口
か
ら
見
え
た
時
の
感
動
を
思
い

出
し
、
そ
の
歯
を
大
人
達
が
大
切
に

し
、
気
を
つ
け
て
あ
げ
な
け
れ
ば
、

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
娘
も
、
可
愛
い
い
盛
り
、
歯
が
は

え
始
め
た
の
は
、
十
ヵ
月
す
ぎ
で
し

た
。
俗
に
言
う
「
遅
い
歯
は
丈
夫
」

の
ご
と
く
、
一
歳
の
誕
生
を
す
ぎ
て

も
小
粒
の
歯
が
四
、
五
本
し
か
、
は

え
そ
ろ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後

は
好
き
嫌
い
な
く
、
な
ん
で
も
食
べ

て
く
れ
る
の
で
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
、
さ
さ
い
な
事
で
も
と
っ

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
歯
み
が
き
は
、
水
遊
び
の
方
に
興

味
を
示
す
一
時
期
を
す
ぎ
た
ら
自
分

一
人
で
も
洗
面
所
で
一
生
懸
命
み
が

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
朝
な
ど
は
、
も
ち
ろ
ん
食
べ
て
か

ら
、
み
が
く
…
…
で
す
．
夜
も
、
夕

食
後
の
ね
る
前
に
は
、
甘
い
も
の
お

菓
子
な
ど
は
食
べ
さ
せ
ず
、
せ
い
ぜ

い
果
物
を
ほ
ん
の
少
し
に
し

て
い
ま
す
。

　
娘
も
「
虫
歯
が
な
い
」
と

い
う
事
に
自
信
を
も
ち
、
「
ホ

ラ
、
ピ
カ
ピ
カ
の
歯
に
な
っ

た
よ
」
と
す
す
ん
で
歯
み
が

き
を
し
、
時
に
は
さ
ぼ
り
が

ち
な
私
達
に
、
「
お
母
さ
ん
、

み
が
い
た
の
？
」
「
祐
介
（
弟
）

一
緒
に
み
が
こ
う
！
」
と
家

族
の
事
ま
で
心
配
し
て
く
れ

る
こ
の
頃
で
す
。

　
持
っ
て
生
ま
れ
た
「
丈
夫

な
歯
」
と
楽
観
せ
ず
、
永
久

歯
へ
の
影
響
に
も
と
っ
て
も

大
切
な
時
期
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
一
本
一
本
大
事
に

し
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
老
後
の
た
め
に
も
、

今
ま
で
の
歯
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
（
　
　
娘
　
香
織
（
四
歳
）

　
　
母
　
明
子
（
三
十
？
歳
）

笠
脚
継

　
ε
6

　　　　　　　　　　　　　　　　む　　ド
1、∴　「精神衛生相．冒頻のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　◎愈に友達づ遵あいがでぎなくなった．
月　日　　　11月19日（木）　　　1、、◎縄もしたぐな～蒙搏て嬢しい．＾

与　間　　　午後1時～3時　　　・　8◎ノィ鐸一ぜ気腺で鍛れな毒㌔
勢所保健センター（市役所脇）　．，・◎ぴ老りごと凌欝う。ひとり爽いをする。

堅当医中条病院佐賀先生、．1嚥離騨憲鵬筆諜璽

櫓辮轍無粍右記のようなこと懸　・⑯瀟びたサで佳事をしない。
気にむる方篠藤気軽にどうぞ。　㎏　・　＾　　（代渥の方でも結構でナ）

期　日 11月19日（木）

時　間 午後1時～3時
場　所 保健センター（市役所脇）

担当医 中条病院佐賀先生
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昭
和
五
十
五
年
度
の
水
道
事
業
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第三配水池（五軒新田）

　
五
十
五
年
度
も
、
公
共
性
と
経
済

性
の
調
和
を
は
か
り
な
が
ら
健
全
な

企
業
経
営
を
確
立
す
る
た
め
努
力
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
損
益
勘
定

収
支
で
は
、
当
初
五
百
二
十
万
円
の

純
利
益
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
電
力

料
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
な
ど
諸
経
費
の

高
騰
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
増
大
に

よ
り
、
費
用
が
激
増
し
た
反
面
、
給

水
収
益
に
お
い
て
は
、
夏
季
の
低
温

な
ど
の
影
響
で
、
使
用
水
量
が
減
少

し
、
当
初
を
千
五
百
万
円
余
り
も
下

ま
わ
り
、
収
支
差
引
き
四
千
九
十
八

万
四
千
円
の
当
年
度
純
損
失
を
計
上

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
。
資
本
勘
定
収
支
で
は
、
第

五
十
五
年
度
上
水
道
事
業
決
算

（単位円）●収益的収入及び支出

収　　　　　　益

科　　目 金　　額

営業収益 363，921，869

営業外収益 5，820，118

当年度純損失 40，984，320

合　　　計 410，726，307

（単位　円）

収　　　　　　　入

科　　目 金　　額

企　業　債 300，000，000

負　担　金 3，002，900

そ　の　他 549，948

合　　　計 303，552，848

差引不足額25，910，260円は過年度分及び当年度分損益勘

定留保資金で補墳

三
期
拡
張
事
業
（
第
五
年
次
）
な
ど

を
実
施
し
、
収
入
三
億
三
百
五
十
五

万
三
千
円
、
支
出
三
億
二
千
九
百
四

十
六
万
三
千
円
で
差
し
引
き
二
千
五

百
九
十
一
万
円
不
足
し
、
こ
の
分
は
、

損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま

し
た
。

　
本
年
度
の
主
な
工
事
は
、
第
三
配

水
池
二
号
池
本
体
工
事
（
五
軒
新
田

地
内
）
、
第
八
水
源
井
の
施
設
工
事
第

五
水
源
井
よ
り
第
二
配
水
池
へ
の
送

配
水
管
布
設
、
消
火
栓
の
新
設
（
七

基
）
、
そ
の
他
老
朽
管
の
布
設
替
工

事
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
状
況
及
び
業
務
状
況

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
水
道
事
業

に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

区 昭和55年度 昭和54年度 増減（d 比率（殉

給　　水　　戸　　数回 8，261 8，122 139 101．7

給　　水　　人　　口（人） 30，159 30，162 △3 100．0

年間使用水量㈲ 3，074，196 3，117，154 △42，958 98．6

1日最大使用水量（司 17，440 16，244 1，196 107．4

1日平均使用水量同 8，422 8，540 △118 98．6

1戸当年間使用水量困 372 384 △　12 96．9

聖
　
謬
勲
，
平
斎

交通規制図

　　　　用

金　　　額

293，047，534

117．678．773

410，726，307

　費
科　　目

営業費用

営業外費用

人
権
相
談
所
を

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
新
潟
地
方
法
務
局
と
長
岡
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
三
日
（
金
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
十
日
町
市
公
民
館
本
館

相
談
担
当
者
　
法
務
局
長
岡
支
局
職

員
、
人
権
擁
護
委
員
（
武
田
文
雄
－

土
市
、
小
林
賢
秀
ー
川
原
町
、
竹
内

茂
ー
内
後
）

至
西
線通行止至十日町駅

（本　　町）

　　　遜㊦

（四日町）
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●資本的収入及び支出

通行止

至
新
座

　　　出

金　　額

312，973，723

　16．489。385

329．463．108

計合

　　支

科　　目

建設改良費

企業債償還金

計合

●給水業務の状況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
↑

◎
四
日
町
新
田
交
差
点
で
は

一
、
下
条
方
面
か
ら
十
日
町
方
面
へ
の
車
輔
は
、
右
折
し
て
本
町
西
線
へ

　
は
行
け
ま
せ
ん
。

二
、
十
日
町
方
面
か
ら
下
条
方
面
は
、
大
型
車
だ
け
左
折
禁
止
で
す
。

三
、
交
差
点
か
ら
踏
切
ま
で
の
車
は
、
側
道
西
側
か
ら
だ
け
出
ら
れ
ま
す
．

◎
新
座
入
口
交
差
点
で
は

一
、
下
条
方
面
か
ら
十
日
町
方
面
の
車
輔
は
、
右
折
し
て
側
道
に
は
入
れ

ま
せ
ん
。

二
、
十
日
町
方
面
か
ら
は
、
直
進
も
右
・
左
折
も
で
き
ま
す
。

三
、
西
側
の
側
道
か
ら
は
、
十
日
町
方
面
へ
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
。

※新座方面への車輔は市道新座線（丸栄会館前）を利用される方が安全です。

※歩行者は地下道を利用してください。（自転車、バイクも押した場合は可）
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虫
歯
の
な
し
遷
ど
暉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
信
を
持
っ
た
娘

昭
和
五
十
六
年
、
虫
歯
の
な
い
母
子
表
彰
を

受
け
た
野
上
明
子
さ
ん
の
体
験
談
か
ら
－
…

　
小
雨
模
様
の
朝
、
可
愛
い
い
産
ぶ

声
を
上
げ
て
、
こ
の
世
に
誕
生
し
た

娘
　
　
。

　
予
定
日
を
一
週
間
す
ぎ
…
…
十
日

す
ぎ
…
…
の
ん
き
な
私
も
い
さ
さ
か

心
配
に
な
り
い
ろ
い
ろ
な
事
が
、
脳

裏
を
か
す
め
る
。

　
年
配
の
方
が
、
「
初
期
の
頃
に
、
高

熱
さ
え
出
さ
な
け
れ
ば
大
丈
夫
だ
ぜ

ね
！
」
と
、
励
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し

た
。
で
も
実
は
、
妊
娠
も
ま
だ
わ
か

ら
ぬ
、
ほ
ん
の
初
期
に
、
高
熱
（
4
0

度
位
）
が
、
三
日
続
き
、
次
の
日
は
、

ケ
ロ
リ
〃
”
、
二
週
間
お
き
に
三
回
位

く
り
返
さ
れ
、
内
科
に
か
か
り
、
注

射
を
し
た
り
、
薬
を
飲
ん
だ
り
…
と
、

想
え
ば
心
配
の
種
が
あ
れ
こ
れ
浮
か

び
、
悪
い
方
へ
く
と
、
な
お
一
層

の
不
安
が
増
す
ば
か
り
で
し
た
。
二

週
間
お
く
れ
で
、
や
っ
と
オ
ギ
ャ
ー
、

オ
ギ
ャ
ー
。

　
そ
の
娘
も
、
今
や
四
歳
に
成
長
し
、

母
子
共
に
虫
歯
が
な
く
、
表
彰
さ
れ

る
と
は
本
当
に
胸
が
あ
つ
く
な
る
お

も
い
で
し
た
。
子
供
な
が
ら
も
賞
状

を
読
ま
れ
る
方
々
の
顔
を
、
じ
っ
と

見
つ
め
る
我
娘
の
ま
な
ざ
し
が
、
印

象
的
で
し
た
。

　
さ
て
、
魚
が
嫌
い
な
私
の
為
に
、

母
親
が
「
妊
娠
中
に
は
、
煮
干
を
一

日
十
本
食
べ
る
様
に
」
と
、
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
昔
、
い
ろ
り
の
火
で
、

煮
干
を
や
い
て
、
意
外
と
お
い
し
か

っ
た
味
を
思
い
出
し
、
こ
れ
な
ら
食

べ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
、
や
っ

て
み
た
。
長
つ
づ
き
は
し
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
時
々
思
い
だ
し
て
は

食
べ
ま
し
た
。
幸
い
つ
わ
り
も
な
く

食
物
の
変
化
も
な
く
、
何
で
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
た
の
も
影
響
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
私
は
三
人
姉
弟
の
真
中
。

二
歳
ち
が
い
の
姉
は
、
お
婆
ち
ゃ
ん

子
で
祖
母
に
抱
か
れ
て
寝
て
い
ま
し

た
。
祖
母
は
ゼ
ン
ソ
ク
持
ち
で
寝
る

時
は
、
い
つ
も
「
あ
め
」
を
服
用
し
、

姉
も
一
緒
に
な
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
事
も
あ
り
姉
は
小
さ
い
時
か

ら
、
む
し
歯
だ
ら
け
で
、
歯
ぐ
き
か

ら
バ
イ
菌
が
入
り
鼻
ま
で
は
れ
あ
が

り
、
何
度
も
病
院
通
い
し
た
と
か
．

　
三
番
目
は
男
の
子
で
想
像
通
り
…
。

真
中
の
私
は
、
み
ん
な
か
ら
も
さ
ほ

ど
関
心
も
む
け
ら
れ
ず
、
一
人
で
寝

た
り
、
父
の
布
団
に
も
ぐ
り
込
ん
だ

り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
だ

に
虫
歯
が
な
い
と
は
　
　
。
確
か
に
、

歯
質
は
遺
伝
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
姉
妹
で
も
環
境
に
よ
り
、
こ
れ

ほ
ど
に
も
違
う
も
の
な
ん
で
す
ね
。

「
甘
い
も
の
」
は
、
虫
歯
の
原
因
に

な
る
こ
と
は
確
か
の
よ
う
で
す
。

　
今
、
「
あ
め
」
「
チ
ョ
コ
レ
：
卜
」
な

ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
甘
い
物
が
出

ま
わ
っ
て
い
る
中
で
食
べ
る
な
〃
”
と

い
う
方
が
無
理
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
甘
い
も
の
だ
っ
て
成
長
期
に
必

要
で
す
。
し
か
し
、
い
つ
も
、
い
つ

も
「
食
べ
す
ぎ
」
る
こ
と
の
な
い
様

に
、
そ
し
て
、
生
後
数
ヵ
月
で
白
い

キ
ラ
キ
ラ
し
た
一
本
の
歯
が
可
愛
い

い
口
か
ら
見
え
た
時
の
感
動
を
思
い

出
し
、
そ
の
歯
を
大
人
達
が
大
切
に

し
、
気
を
つ
け
て
あ
げ
な
け
れ
ば
、

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
娘
も
、
可
愛
い
い
盛
り
、
歯
が
は

え
始
め
た
の
は
、
十
ヵ
月
す
ぎ
で
し

た
。
俗
に
言
う
「
遅
い
歯
は
丈
夫
」

の
ご
と
く
、
一
歳
の
誕
生
を
す
ぎ
て

も
小
粒
の
歯
が
四
、
五
本
し
か
、
は

え
そ
ろ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後

は
好
き
嫌
い
な
く
、
な
ん
で
も
食
べ

て
く
れ
る
の
で
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
、
さ
さ
い
な
事
で
も
と
っ

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
歯
み
が
き
は
、
水
遊
び
の
方
に
興

味
を
示
す
一
時
期
を
す
ぎ
た
ら
自
分

一
人
で
も
洗
面
所
で
一
生
懸
命
み
が

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
朝
な
ど
は
、
も
ち
ろ
ん
食
べ
て
か

ら
、
み
が
く
…
…
で
す
．
夜
も
、
夕

食
後
の
ね
る
前
に
は
、
甘
い
も
の
お

菓
子
な
ど
は
食
べ
さ
せ
ず
、
せ
い
ぜ

い
果
物
を
ほ
ん
の
少
し
に
し

て
い
ま
す
。

　
娘
も
「
虫
歯
が
な
い
」
と

い
う
事
に
自
信
を
も
ち
、
「
ホ

ラ
、
ピ
カ
ピ
カ
の
歯
に
な
っ

た
よ
」
と
す
す
ん
で
歯
み
が

き
を
し
、
時
に
は
さ
ぼ
り
が

ち
な
私
達
に
、
「
お
母
さ
ん
、

み
が
い
た
の
？
」
「
祐
介
（
弟
）

一
緒
に
み
が
こ
う
！
」
と
家

族
の
事
ま
で
心
配
し
て
く
れ

る
こ
の
頃
で
す
。

　
持
っ
て
生
ま
れ
た
「
丈
夫

な
歯
」
と
楽
観
せ
ず
、
永
久

歯
へ
の
影
響
に
も
と
っ
て
も

大
切
な
時
期
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
一
本
一
本
大
事
に

し
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
老
後
の
た
め
に
も
、

今
ま
で
の
歯
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
（
　
　
娘
　
香
織
（
四
歳
）

　
　
母
　
明
子
（
三
十
？
歳
）

笠
脚
継

　
ε
6

　　　　　　　　　　　　　　　　む　　ド
1、∴　「精神衛生相．冒頻のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　◎愈に友達づ遵あいがでぎなくなった．
月　日　　　11月19日（木）　　　1、、◎縄もしたぐな～蒙搏て嬢しい．＾

与　間　　　午後1時～3時　　　・　8◎ノィ鐸一ぜ気腺で鍛れな毒㌔
勢所保健センター（市役所脇）　．，・◎ぴ老りごと凌欝う。ひとり爽いをする。

堅当医中条病院佐賀先生、．1嚥離騨憲鵬筆諜璽

櫓辮轍無粍右記のようなこと懸　・⑯瀟びたサで佳事をしない。
気にむる方篠藤気軽にどうぞ。　㎏　・　＾　　（代渥の方でも結構でナ）

期　日 11月19日（木）

時　間 午後1時～3時
場　所 保健センター（市役所脇）

担当医 中条病院佐賀先生
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昭
和
五
十
五
年
度
の
水
道
事
業
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第三配水池（五軒新田）

　
五
十
五
年
度
も
、
公
共
性
と
経
済

性
の
調
和
を
は
か
り
な
が
ら
健
全
な

企
業
経
営
を
確
立
す
る
た
め
努
力
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
損
益
勘
定

収
支
で
は
、
当
初
五
百
二
十
万
円
の

純
利
益
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
電
力

料
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
な
ど
諸
経
費
の

高
騰
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
増
大
に

よ
り
、
費
用
が
激
増
し
た
反
面
、
給

水
収
益
に
お
い
て
は
、
夏
季
の
低
温

な
ど
の
影
響
で
、
使
用
水
量
が
減
少

し
、
当
初
を
千
五
百
万
円
余
り
も
下

ま
わ
り
、
収
支
差
引
き
四
千
九
十
八

万
四
千
円
の
当
年
度
純
損
失
を
計
上

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
。
資
本
勘
定
収
支
で
は
、
第

五
十
五
年
度
上
水
道
事
業
決
算

（単位円）●収益的収入及び支出

収　　　　　　益

科　　目 金　　額

営業収益 363，921，869

営業外収益 5，820，118

当年度純損失 40，984，320

合　　　計 410，726，307

（単位　円）

収　　　　　　　入

科　　目 金　　額

企　業　債 300，000，000

負　担　金 3，002，900

そ　の　他 549，948

合　　　計 303，552，848

差引不足額25，910，260円は過年度分及び当年度分損益勘

定留保資金で補墳

三
期
拡
張
事
業
（
第
五
年
次
）
な
ど

を
実
施
し
、
収
入
三
億
三
百
五
十
五

万
三
千
円
、
支
出
三
億
二
千
九
百
四

十
六
万
三
千
円
で
差
し
引
き
二
千
五

百
九
十
一
万
円
不
足
し
、
こ
の
分
は
、

損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま

し
た
。

　
本
年
度
の
主
な
工
事
は
、
第
三
配

水
池
二
号
池
本
体
工
事
（
五
軒
新
田

地
内
）
、
第
八
水
源
井
の
施
設
工
事
第

五
水
源
井
よ
り
第
二
配
水
池
へ
の
送

配
水
管
布
設
、
消
火
栓
の
新
設
（
七

基
）
、
そ
の
他
老
朽
管
の
布
設
替
工

事
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
状
況
及
び
業
務
状
況

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
水
道
事
業

に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

区 昭和55年度 昭和54年度 増減（d 比率（殉

給　　水　　戸　　数回 8，261 8，122 139 101．7

給　　水　　人　　口（人） 30，159 30，162 △3 100．0

年間使用水量㈲ 3，074，196 3，117，154 △42，958 98．6

1日最大使用水量（司 17，440 16，244 1，196 107．4

1日平均使用水量同 8，422 8，540 △118 98．6

1戸当年間使用水量困 372 384 △　12 96．9

聖
　
謬
勲
，
平
斎

交通規制図

　　　　用

金　　　額

293，047，534

117．678．773

410，726，307

　費
科　　目

営業費用

営業外費用

人
権
相
談
所
を

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
新
潟
地
方
法
務
局
と
長
岡
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
三
日
（
金
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
十
日
町
市
公
民
館
本
館

相
談
担
当
者
　
法
務
局
長
岡
支
局
職

員
、
人
権
擁
護
委
員
（
武
田
文
雄
－

土
市
、
小
林
賢
秀
ー
川
原
町
、
竹
内

茂
ー
内
後
）

至
西
線通行止至十日町駅

（本　　町）

　　　遜㊦

（四日町）
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●資本的収入及び支出

通行止

至
新
座

　　　出

金　　額

312，973，723

　16．489。385

329．463．108

計合

　　支

科　　目

建設改良費

企業債償還金

計合

●給水業務の状況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
↑

◎
四
日
町
新
田
交
差
点
で
は

一
、
下
条
方
面
か
ら
十
日
町
方
面
へ
の
車
輔
は
、
右
折
し
て
本
町
西
線
へ

　
は
行
け
ま
せ
ん
。

二
、
十
日
町
方
面
か
ら
下
条
方
面
は
、
大
型
車
だ
け
左
折
禁
止
で
す
。

三
、
交
差
点
か
ら
踏
切
ま
で
の
車
は
、
側
道
西
側
か
ら
だ
け
出
ら
れ
ま
す
．

◎
新
座
入
口
交
差
点
で
は

一
、
下
条
方
面
か
ら
十
日
町
方
面
の
車
輔
は
、
右
折
し
て
側
道
に
は
入
れ

ま
せ
ん
。

二
、
十
日
町
方
面
か
ら
は
、
直
進
も
右
・
左
折
も
で
き
ま
す
。

三
、
西
側
の
側
道
か
ら
は
、
十
日
町
方
面
へ
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
。

※新座方面への車輔は市道新座線（丸栄会館前）を利用される方が安全です。

※歩行者は地下道を利用してください。（自転車、バイクも押した場合は可）
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●
開
催
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
た
び
博
物
館
で
は
、
友
の
会
と
共
催
で
「
目

本
の
郷
士
玩
具
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
市
と
な
じ
み
深
い
郷
土
玩
具
研
究

家
、
川
口
栄
三
先
生
（
新
発
田
市
在
住
曲
制
＋
日
町
中
学
教
師
）

の
ご
好
意
で
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
郷
土
玩
具
は
、
ふ
る
さ
と
の
庶
民
の
生
活
の
中
か

ら
生
ま
れ
、
長
い
歴
史
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

は
ぐ
く
ん
で
き
た
遊
び
道
具
で
す
。
ま
た
、
郷
土
玩
具

に
は
、
災
難
よ
け
、
出
世
開
運
、
安
産
、
虫
封
じ
、

ホ
ウ
ソ
ウ
よ
け
、
マ
ジ
ナ
イ
な
ど
、
信
仰
と
結
び
つ

い
た
も
の
も
あ
り
、
庶
民
の
い
ろ
い
ろ
な
願
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
代
は
遊
び
も
生
活
様
式
も
か
わ
り
、

こ
う
し
た
素
朴
で
暖
か
い
、
ふ
る
さ
と
の
匂
い
に
み

ち
た
玩
具
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の

機
会
に
、
遊
び
や
く
ら
し
を
見
直
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

●展示郷土玩具一覧
素材 県内玩具 県外玩具
紙 張り子、凧、鯛車など

点
64 張り子、アネサマ、面など

点
1
2 0

木（竹） 木牛、ノロマ人形など
点
2
5
三春駒、鯛車、笹野彫り、

獅子頭など
点
90

土
土人形、鳩笛、首人形など
（オガクズによるネリ人形を含む）

点
1
3 6
土人形、鳩笛など
（ネリ人形を含む）

点
1
63

その他

テンマリ、吊りもの、菅細
工など

点
1
1
麦ワラ、アケビヅル、キビ
ガラ細工など

点
11

掛軸（5〉、番付表（10、書籍類囮
点
93

合計713、点

●
博
物
館
資
料

あ
曇
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
（
7
月
5
9
月
分
）

籍
ロ
　
ツ
ル

大
島
　
　
横

癖
日
磯
鱒
郎

斉
＊
嘉
太
郎

村
出
　
好
政

人形（横堀・大伝・乙次）

人形・三角だるま・木馬・ぺたくた
人形（宮ノ下）・張り子玩具（神山）

人形

　木地玩具・鯛燈ろう・羽子板

人形・木馬・おけさ人形・雪人形・鳥凧
・絵うちわ・木馬（新飯田）
人形（松原）・土人形（陣ケ峯）・三角だるま（松原）・鯛山車

・鯛燈ろう・土人形・煉人形・三角だるま・木馬・紙びな

燈ろう。こま
人形・弓矢
人形・煉人形（今町・見附〉・張り子玩具・三角だるま
馬（今町）・雪だるま

後てまり
人形（長岡・関原）・張り子玩具・鯛提燈・凧
子頭
人形・煉人形・三角だるま・福だるま・越後獅子
　土人形（直江津）・煉人形・羽子板・雪人形（高田）
ら細工
人形（藤沢）

・木牛・雪国人形
んころ・こま
り子面・煉人形
召人形
ま

げ細工
鳥こけし
人形（夷）

人形・凧・鯛提燈・こま（河原田）・土人形（八幡）・土
形（長木・窪田）・獅子頭・凧（沢根）

太鼓の面
ま・紙ぴな（新町）・石地蔵（椿尾）

人形・首人形・凧

人形（潟上）

十
a
町
新
爾
社

麹
内
正
豊

…
権
畷
栄
作

田
ロ
喜
雛
子

麦
轟
饗

縫
灘
襖
橡
）

欝
礁
捲
抵
公
幾
館
（
牝
鐙
坂
）

辮
譲
．
臓
鱒

濃
透
考
搾

塞
癬
、
霊
億

夢
網
　
滋

鷲
轡
　
一
薫

（
中
条
上
跡
）

（
川
原
町
）

（
樽
沢
）

（
上
原
V

（
伊
達
）

（
本
町
二
〉

（
本
町
二
）

（
泉
町
y

（
高
田
町
三
東
）

（
新
座
餌
）

薪
座
）

▲木牛庵（川ロ栄三氏）

　　　●新潟県の郷土玩具（川・栄三氏監修）

土
土
土
わ
木
土
土
土
土
凧
凧
土
凧
煉
凧
花
土
土
木
越
土
獅
土
凧
わ
土
凧
ち
張
お
こ
す
野
土
首
人
鬼
こ
土
凧
首

上
条
田

　
　
発

村
中
新

力口治Jll（1日加治）

豊浦（旧中浦）
水　　　　　原
笹　神（旧笹岡）

安　　　　　田
村　　　　　松
五　　　　　泉
新　　　　　潟
白　　　　　根
加　　　　　茂
三　　　　　条
燕

弥　　　　　彦
見　　　　　附

尾
岡
崎
崎
越
町
郷
谷
町
㈲
沢
沢
井
山
津
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
源

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
雲
　
　
日
　
千
日
q
　
　
　
之
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
和
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

栃
長
出
柏
上
六
中
小
十
大
塩
湯
新
松
両
佐

井
野
川
木
穂

金
真
相
小
新

趨
繍
シ
ゲ
♂

灘
網
慈
晶
凌

壕
夢
機
衛

欝
ロ
』
讐

・
難
灘
鼓
4

麟
欝
響
徽
篶

％
繊
　
裳

騨
葬
蕊
二
飢

襲
鐙
麓
￥

．
鍵
鍵
縦
徽
嘗
鑑
愈

総
幽
轍
作

鍍
影
臓
愚
郎

愚
　
碁

・
贈
繋
和
明

（
策
京
墨
田
底
）

（
高
田
簿
じ

（
簸
寺
町
）

（
実
業
蕩
校
）

衝
本
鱒
、
）

（
原
）

（
猿
倉
）
。

（
二
子
y

（
水
軽
町
）
、

糞
纏
州
打
三
）

、
，
案
歳
町
榊
）

・
総
業
詳
マ

窟
浦
捲
、

、
（
趨
鍾
璽
¢

（
水
ρ
）
、

．
蕉
之
田
郷
）

（
趨
治
下
慰
）

（
樋
場
囎
）

　
　
×
敬
称
絡
）
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今
年
は
正
月
豪
雪
に
始
ま
り
、
秋
の
「
克
服
都
市
へ
の

⑪
主
張
と
方
針
の
公
表
」
や
「
雪
処
理
条
例
」
の
制
定
な
ど

　
　
“
雪
”
に
関
す
る
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

6
の
も
の
を
、
総
合
的
に
考
え
、
理
解
を
深
め
、
市
民
ぐ
る

㊤
み
の
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
、
市
で
は
、
士
戸
五

日
日
出
、
六
日
㈲
の
二
日
間
『
克
雪
フ
ェ
ア
』
を
開
催
す
る

5
こ
と
に
な
呈
し
た
．
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
享
．

月－
■
五
日
、
六
日
－
市
民
体
育
館
・
市
民
会
館
■

　
　
　
豪
雪
写
真
展
、
雪
ま
つ
り
写
真
展
、
高
橋
喜
平
写
真
展

　
　
克
雪
十
日
町
市
コ
ー
ナ
ー
・
雪
害
住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー
・

　
　
屋
根
雪
処
理
施
設
の
展
示
・
小
型
除
雪
機
械
の
展
示
・
冬

　
　
用
品
即
売
会
・
小
学
生
絵
画
書
道
展

　
　
■
五
日
ー
市
民
会
館
ホ
ー
ル
■

　
　
　
記
念
講
演
会

　
　
■
六
日
ー
市
民
会
館
ホ
：
ル
■

　
　
　
昭
和
五
十
六
年
度
除
雪
計
画
説
明
会

　
　
　
克
雪
都
市
宣
言
大
会

　
　
　
克
雪
都
市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公
表
・
克
雪
シ
ン
ボ
ル

　
　
マ
ー
ク
発
表
・
市
民
代
表
の
決
意
表
明
な
ど

　
　
　
（
内
容
の
細
部
に
つ
い
て
は
若
干
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。
）

年劉船くり　　、
　　　　版画甑室〈のお蝦い

　　　　　　　一一公民館（本館〉．7・」50雑一鷺

　やさしい版画による年賀状づくりにあなたも参翻

しませんか。

　文字をつづっただけでない楽しさあふれた年賀状

は受取る方にきっと新鮮な喜こびを与えることでし

ょう！

　簡単な版画ならその日のうちに作晶が楽しめまず。

　仲間をさそってぜひお出かけくださ～》6

と　き　11月12・19・26行　（毎還木曜日〉

　　　12月3ρ10日　（毎週木曜日）

　　　（レ回だけの参加でも可）夜7時～9時
　　　　　ラところ　十日町市公民館

指　導　重野桂拳さん他ぐる一ぷばれんのみなさん
　※彫刻刃く生徒用の彫刻刃で可）を各自ご用意く

　　ださい。

学
生
募
集

　
最
近
の
農
業
、
農
村
を
め
ぐ
る
厳

し
い
諸
情
勢
の
中
で
、
次
代
を
担
う

優
れ
た
農
業
後
継
者
を
確
保
、
育
成

を
は
か
る
た
め
、
県
農
業
大
学
校
、

（
西
蒲
・
巻
町
）
で
は
新
年
度
の
学

生
を
つ
ぎ
の
要
項
で
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

　
農
産
科
…
二
十
五
人
　
園
芸
科
…

露
地
園
芸
・
施
設
園
芸
各
十
人
　
畜

産
科
…
酪
農
・
肉
用
牛
・
養
豚
各
五

人
　
合
計
六
十
人

■
修
業
年
限
　
　
二
年

■
出
願
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
校
長
が

認
め
る
も
の
で
、
卒
業
後
、
県
内
で

農
業
に
従
事
す
る
見
込
み
の
あ
る
お

お
む
ね
二
十
五
歳
以
下
の
人

■
願
書
受
付

新
潟
県
農
業
大
学
校

○
推
薦
入
校
の
場
合
　
十
一
月
二
十

四
日
～
十
二
月
五
日
（
消
印
有
効
）

〇
一
般
入
校
の
場
合
　
一
月
九
日
～

　
一
月
三
十
日
（
消
印
有
効
）

■
入
校
試
験

　
推
薦
…
十
二
月
五
日
　
一
般
－
曾
二

月
十
二
日

■
詳
細
は
、
西
蒲
原
郡
巻
町
新
潟
県

農
業
大
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
　
訓
鍵
繋
．
驚
募
集

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
堀

之
内
町
）
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度

　
の
専
修
訓
練
課
程
の
訓
練
生
を
つ
ぎ

　
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
■
募
集
訓
練
科
■

　
○
木
工
…
二
十
名
　
○
建
築
…
三
十

名
　
○
左
官
…
二
十
名

　
■
応
募
資
格

　
　
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
m
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
ズ
キ
フ
ロ
ン
テ

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

4
　
　
本

中
　
　
古

五
千
円

カ
　
　
ラ
　
　
オ
　
ケ

中
　
　
古

　
万
五
千
円

あ
　
ん
　
ま
　
機

中
　
　
古

三
万
円

オ
　
　
ル
　
ガ
　
　
ン

〃

㎝
万
円

ス
ノ
ー
ス
パ
イ
ク
ラ
ジ
ア
ル

（
邸
～
S
R
1
13
）

〃

三
万
円

オ
　
　
ル
　
ガ
　
　
ン

〃

一
万
円

～
二
万
円

三
輪
バ
　
イ
ク

〃

六
万
円

オ
　
　
ル
　
ガ
　
　
ン

〃

一
万
円
～

一
万
五
千
円

学
　
　
生
　
　
服

（
14
号
・
15
号
）

新
　
品

七
千
円

学
生
黒
カ
バ
ン

中
　
　
古

七
千
円

ス
ズ
キ
ジ
ム
ニ
ー

（
ス
ノ
ー
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

〃

六
千
円

＋
中
ノ
ル
デ
ッ
ク
一
式

（
ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク
ク
ツ
V

〃

相
談
で

冷
　
　
蔵
　
　
庫

〃

五
千
円

る
人
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
中
学
校

卒
業
予
定
者
を
含
む
）

■
願
書
受
付
■

　
十
一
月
二
日
㈲
～
十
六
日
㈲

■
選
考
日
■

　
十
一
月
二
十
七
日
樹

■
そ
の
他
■

○
遠
方
の
か
た
は
寄
宿
舎
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
く
わ
し
く
は
、
魚
沼
高
等
職
業
訓

練
校
（
8
0
二
五
七
九
四
ー
二
四
一

〇
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

十日町の

人に

・伊達第四なりました〆
　佐藤敏子さん
　～大阪・箕面市から～　　　　〔17〕

★
水
の
都
ー
大
阪
か
ら
今
年
の
三
月

に
市
内
伊
達
の
佐
藤
博
巳
さ
ん
（
会

社
員
）
に
嫁
い
で
来
た
の
が
、
敏
子

さ
ん
（
二
十
九
歳
）
で
す
。
と
い
っ

て
も
、
結
婚
し
た
の
が
昨
年
十
一
月

正
確
に
は
U
タ
ー
ン
で
す
。

★
知
り
合
っ
た
き
っ
か
け
が
〃
百
円

玉
”
と
い
う
か
ら
お
も
し
ろ
い
。
会
社

（
大
手
の
婦
人
服
会
社
）
は
同
じ
だ

っ
た
が
、
博
巳
さ
ん
が
知
り
合
い
の

女
性
を
喫
茶
店
に
長
時
間
待
た
せ
て

い
た
ら
、
そ
の
女
性
二
百
円
し
か
も

っ
て
い
な
く
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
（
三
百

円
）
の
代
金
が
払
え
ず
、
や
む
を
得

ず
友
人
（
敏
子
さ
ん
）
に
そ
の
喫
茶

店
に
来
て
も
ら
っ
た
の
が
最
初
の
出

・
合
い
。
多
分
そ
の
女
性
が
三
百
円
も

っ
て
い
た
ら
二
人
の
今
は
な
か
っ
た

と
い
う
か
ら
縁
は
奇
な
も
の
。

★
こ
こ
に
来
て
七
ヵ
月
過
ぎ
た
今
、

十
目
町
に
つ
い
て
「
良
い
と
思
う
こ

と
は
“
自
然
”
と
ふ
れ
合
う
機
会
が

多
く
、
景
色
も
人
の
心
も
ゴ
ミ
ゴ
ミ

し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
悪
い
こ
と

は
、
交
通
の
便
の
悪
さ
、
気
軽
に
楽

し
め
る
（
遊
べ
る
）
施
設
が
少
な
い

こ
と
で
す
ね
』

★
実
は
博
巳
さ
ん
の
お
母
さ
ん
も
京

都
か
ら
嫁
い
で
来
た
人
。
二
代
そ
ろ

っ
て
の
十
日
町
の
人
で
す
。
そ
の
お

母
さ
ん
を
良
き
手
本
に
し
な
が
ら
、

「
よ
き
妻
、
よ
き
嫁
、
そ
し
て
立
派

な
お
母
さ
ん
に
な
る
た
め
に
勉
強
し

て
ゆ
き
た
い
。
で
き
る
な
ら
ば
職
業

を
も
っ
て
も
…
…
」
と
力
強
い
決
心

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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℃
自
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●
開
催
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
た
び
博
物
館
で
は
、
友
の
会
と
共
催
で
「
目

本
の
郷
士
玩
具
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
市
と
な
じ
み
深
い
郷
土
玩
具
研
究

家
、
川
口
栄
三
先
生
（
新
発
田
市
在
住
曲
制
＋
日
町
中
学
教
師
）

の
ご
好
意
で
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
郷
土
玩
具
は
、
ふ
る
さ
と
の
庶
民
の
生
活
の
中
か

ら
生
ま
れ
、
長
い
歴
史
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

は
ぐ
く
ん
で
き
た
遊
び
道
具
で
す
。
ま
た
、
郷
土
玩
具

に
は
、
災
難
よ
け
、
出
世
開
運
、
安
産
、
虫
封
じ
、

ホ
ウ
ソ
ウ
よ
け
、
マ
ジ
ナ
イ
な
ど
、
信
仰
と
結
び
つ

い
た
も
の
も
あ
り
、
庶
民
の
い
ろ
い
ろ
な
願
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
代
は
遊
び
も
生
活
様
式
も
か
わ
り
、

こ
う
し
た
素
朴
で
暖
か
い
、
ふ
る
さ
と
の
匂
い
に
み

ち
た
玩
具
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の

機
会
に
、
遊
び
や
く
ら
し
を
見
直
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

●展示郷土玩具一覧
素材 県内玩具 県外玩具
紙 張り子、凧、鯛車など

点
64 張り子、アネサマ、面など

点
1
2 0

木（竹） 木牛、ノロマ人形など
点
2
5
三春駒、鯛車、笹野彫り、

獅子頭など
点
90

土
土人形、鳩笛、首人形など
（オガクズによるネリ人形を含む）

点
1
3 6
土人形、鳩笛など
（ネリ人形を含む）

点
1
63

その他

テンマリ、吊りもの、菅細
工など

点
1
1
麦ワラ、アケビヅル、キビ
ガラ細工など

点
11

掛軸（5〉、番付表（10、書籍類囮
点
93

合計713、点

●
博
物
館
資
料

あ
曇
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
（
7
月
5
9
月
分
）

籍
ロ
　
ツ
ル

大
島
　
　
横

癖
日
磯
鱒
郎

斉
＊
嘉
太
郎

村
出
　
好
政

人形（横堀・大伝・乙次）

人形・三角だるま・木馬・ぺたくた
人形（宮ノ下）・張り子玩具（神山）

人形

　木地玩具・鯛燈ろう・羽子板

人形・木馬・おけさ人形・雪人形・鳥凧
・絵うちわ・木馬（新飯田）
人形（松原）・土人形（陣ケ峯）・三角だるま（松原）・鯛山車

・鯛燈ろう・土人形・煉人形・三角だるま・木馬・紙びな

燈ろう。こま
人形・弓矢
人形・煉人形（今町・見附〉・張り子玩具・三角だるま
馬（今町）・雪だるま

後てまり
人形（長岡・関原）・張り子玩具・鯛提燈・凧
子頭
人形・煉人形・三角だるま・福だるま・越後獅子
　土人形（直江津）・煉人形・羽子板・雪人形（高田）
ら細工
人形（藤沢）

・木牛・雪国人形
んころ・こま
り子面・煉人形
召人形
ま

げ細工
鳥こけし
人形（夷）

人形・凧・鯛提燈・こま（河原田）・土人形（八幡）・土
形（長木・窪田）・獅子頭・凧（沢根）

太鼓の面
ま・紙ぴな（新町）・石地蔵（椿尾）

人形・首人形・凧

人形（潟上）

十
a
町
新
爾
社

麹
内
正
豊

…
権
畷
栄
作

田
ロ
喜
雛
子

麦
轟
饗

縫
灘
襖
橡
）

欝
礁
捲
抵
公
幾
館
（
牝
鐙
坂
）

辮
譲
．
臓
鱒

濃
透
考
搾

塞
癬
、
霊
億

夢
網
　
滋

鷲
轡
　
一
薫

（
中
条
上
跡
）

（
川
原
町
）

（
樽
沢
）

（
上
原
V

（
伊
達
）

（
本
町
二
〉

（
本
町
二
）

（
泉
町
y

（
高
田
町
三
東
）

（
新
座
餌
）

薪
座
）

▲木牛庵（川ロ栄三氏）

　　　●新潟県の郷土玩具（川・栄三氏監修）

土
土
土
わ
木
土
土
土
土
凧
凧
土
凧
煉
凧
花
土
土
木
越
土
獅
土
凧
わ
土
凧
ち
張
お
こ
す
野
土
首
人
鬼
こ
土
凧
首

上
条
田

　
　
発

村
中
新

力口治Jll（1日加治）

豊浦（旧中浦）
水　　　　　原
笹　神（旧笹岡）

安　　　　　田
村　　　　　松
五　　　　　泉
新　　　　　潟
白　　　　　根
加　　　　　茂
三　　　　　条
燕

弥　　　　　彦
見　　　　　附

尾
岡
崎
崎
越
町
郷
谷
町
㈲
沢
沢
井
山
津
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
源

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
雲
　
　
日
　
千
日
q
　
　
　
之
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
和
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

栃
長
出
柏
上
六
中
小
十
大
塩
湯
新
松
両
佐

井
野
川
木
穂

金
真
相
小
新

趨
繍
シ
ゲ
♂

灘
網
慈
晶
凌

壕
夢
機
衛

欝
ロ
』
讐

・
難
灘
鼓
4

麟
欝
響
徽
篶

％
繊
　
裳

騨
葬
蕊
二
飢

襲
鐙
麓
￥

．
鍵
鍵
縦
徽
嘗
鑑
愈

総
幽
轍
作

鍍
影
臓
愚
郎

愚
　
碁

・
贈
繋
和
明

（
策
京
墨
田
底
）

（
高
田
簿
じ

（
簸
寺
町
）

（
実
業
蕩
校
）

衝
本
鱒
、
）

（
原
）

（
猿
倉
）
。

（
二
子
y

（
水
軽
町
）
、

糞
纏
州
打
三
）

、
，
案
歳
町
榊
）

・
総
業
詳
マ

窟
浦
捲
、

、
（
趨
鍾
璽
¢

（
水
ρ
）
、

．
蕉
之
田
郷
）

（
趨
治
下
慰
）

（
樋
場
囎
）

　
　
×
敬
称
絡
）
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今
年
は
正
月
豪
雪
に
始
ま
り
、
秋
の
「
克
服
都
市
へ
の

⑪
主
張
と
方
針
の
公
表
」
や
「
雪
処
理
条
例
」
の
制
定
な
ど

　
　
“
雪
”
に
関
す
る
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

6
の
も
の
を
、
総
合
的
に
考
え
、
理
解
を
深
め
、
市
民
ぐ
る

㊤
み
の
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
、
市
で
は
、
士
戸
五

日
日
出
、
六
日
㈲
の
二
日
間
『
克
雪
フ
ェ
ア
』
を
開
催
す
る

5
こ
と
に
な
呈
し
た
．
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
享
．

月－
■
五
日
、
六
日
－
市
民
体
育
館
・
市
民
会
館
■

　
　
　
豪
雪
写
真
展
、
雪
ま
つ
り
写
真
展
、
高
橋
喜
平
写
真
展

　
　
克
雪
十
日
町
市
コ
ー
ナ
ー
・
雪
害
住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー
・

　
　
屋
根
雪
処
理
施
設
の
展
示
・
小
型
除
雪
機
械
の
展
示
・
冬

　
　
用
品
即
売
会
・
小
学
生
絵
画
書
道
展

　
　
■
五
日
ー
市
民
会
館
ホ
ー
ル
■

　
　
　
記
念
講
演
会

　
　
■
六
日
ー
市
民
会
館
ホ
：
ル
■

　
　
　
昭
和
五
十
六
年
度
除
雪
計
画
説
明
会

　
　
　
克
雪
都
市
宣
言
大
会

　
　
　
克
雪
都
市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公
表
・
克
雪
シ
ン
ボ
ル

　
　
マ
ー
ク
発
表
・
市
民
代
表
の
決
意
表
明
な
ど

　
　
　
（
内
容
の
細
部
に
つ
い
て
は
若
干
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。
）

年劉船くり　　、
　　　　版画甑室〈のお蝦い

　　　　　　　一一公民館（本館〉．7・」50雑一鷺

　やさしい版画による年賀状づくりにあなたも参翻

しませんか。

　文字をつづっただけでない楽しさあふれた年賀状

は受取る方にきっと新鮮な喜こびを与えることでし

ょう！

　簡単な版画ならその日のうちに作晶が楽しめまず。

　仲間をさそってぜひお出かけくださ～》6

と　き　11月12・19・26行　（毎還木曜日〉

　　　12月3ρ10日　（毎週木曜日）

　　　（レ回だけの参加でも可）夜7時～9時
　　　　　ラところ　十日町市公民館

指　導　重野桂拳さん他ぐる一ぷばれんのみなさん
　※彫刻刃く生徒用の彫刻刃で可）を各自ご用意く

　　ださい。

学
生
募
集

　
最
近
の
農
業
、
農
村
を
め
ぐ
る
厳

し
い
諸
情
勢
の
中
で
、
次
代
を
担
う

優
れ
た
農
業
後
継
者
を
確
保
、
育
成

を
は
か
る
た
め
、
県
農
業
大
学
校
、

（
西
蒲
・
巻
町
）
で
は
新
年
度
の
学

生
を
つ
ぎ
の
要
項
で
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

　
農
産
科
…
二
十
五
人
　
園
芸
科
…

露
地
園
芸
・
施
設
園
芸
各
十
人
　
畜

産
科
…
酪
農
・
肉
用
牛
・
養
豚
各
五

人
　
合
計
六
十
人

■
修
業
年
限
　
　
二
年

■
出
願
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
校
長
が

認
め
る
も
の
で
、
卒
業
後
、
県
内
で

農
業
に
従
事
す
る
見
込
み
の
あ
る
お

お
む
ね
二
十
五
歳
以
下
の
人

■
願
書
受
付

新
潟
県
農
業
大
学
校

○
推
薦
入
校
の
場
合
　
十
一
月
二
十

四
日
～
十
二
月
五
日
（
消
印
有
効
）

〇
一
般
入
校
の
場
合
　
一
月
九
日
～

　
一
月
三
十
日
（
消
印
有
効
）

■
入
校
試
験

　
推
薦
…
十
二
月
五
日
　
一
般
－
曾
二

月
十
二
日

■
詳
細
は
、
西
蒲
原
郡
巻
町
新
潟
県

農
業
大
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
　
訓
鍵
繋
．
驚
募
集

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
堀

之
内
町
）
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度

　
の
専
修
訓
練
課
程
の
訓
練
生
を
つ
ぎ

　
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
■
募
集
訓
練
科
■

　
○
木
工
…
二
十
名
　
○
建
築
…
三
十

名
　
○
左
官
…
二
十
名

　
■
応
募
資
格

　
　
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
m
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
ズ
キ
フ
ロ
ン
テ

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

4
　
　
本

中
　
　
古

五
千
円

カ
　
　
ラ
　
　
オ
　
ケ

中
　
　
古

　
万
五
千
円

あ
　
ん
　
ま
　
機

中
　
　
古

三
万
円

オ
　
　
ル
　
ガ
　
　
ン

〃

㎝
万
円

ス
ノ
ー
ス
パ
イ
ク
ラ
ジ
ア
ル

（
邸
～
S
R
1
13
）

〃

三
万
円

オ
　
　
ル
　
ガ
　
　
ン

〃

一
万
円

～
二
万
円

三
輪
バ
　
イ
ク

〃

六
万
円

オ
　
　
ル
　
ガ
　
　
ン

〃

一
万
円
～

一
万
五
千
円

学
　
　
生
　
　
服

（
14
号
・
15
号
）

新
　
品

七
千
円

学
生
黒
カ
バ
ン

中
　
　
古

七
千
円

ス
ズ
キ
ジ
ム
ニ
ー

（
ス
ノ
ー
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

〃

六
千
円

＋
中
ノ
ル
デ
ッ
ク
一
式

（
ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク
ク
ツ
V

〃

相
談
で

冷
　
　
蔵
　
　
庫

〃

五
千
円

る
人
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
中
学
校

卒
業
予
定
者
を
含
む
）

■
願
書
受
付
■

　
十
一
月
二
日
㈲
～
十
六
日
㈲

■
選
考
日
■

　
十
一
月
二
十
七
日
樹

■
そ
の
他
■

○
遠
方
の
か
た
は
寄
宿
舎
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
く
わ
し
く
は
、
魚
沼
高
等
職
業
訓

練
校
（
8
0
二
五
七
九
四
ー
二
四
一

〇
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

十日町の

人に

・伊達第四なりました〆
　佐藤敏子さん
　～大阪・箕面市から～　　　　〔17〕

★
水
の
都
ー
大
阪
か
ら
今
年
の
三
月

に
市
内
伊
達
の
佐
藤
博
巳
さ
ん
（
会

社
員
）
に
嫁
い
で
来
た
の
が
、
敏
子

さ
ん
（
二
十
九
歳
）
で
す
。
と
い
っ

て
も
、
結
婚
し
た
の
が
昨
年
十
一
月

正
確
に
は
U
タ
ー
ン
で
す
。

★
知
り
合
っ
た
き
っ
か
け
が
〃
百
円

玉
”
と
い
う
か
ら
お
も
し
ろ
い
。
会
社

（
大
手
の
婦
人
服
会
社
）
は
同
じ
だ

っ
た
が
、
博
巳
さ
ん
が
知
り
合
い
の

女
性
を
喫
茶
店
に
長
時
間
待
た
せ
て

い
た
ら
、
そ
の
女
性
二
百
円
し
か
も

っ
て
い
な
く
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
（
三
百

円
）
の
代
金
が
払
え
ず
、
や
む
を
得

ず
友
人
（
敏
子
さ
ん
）
に
そ
の
喫
茶

店
に
来
て
も
ら
っ
た
の
が
最
初
の
出

・
合
い
。
多
分
そ
の
女
性
が
三
百
円
も

っ
て
い
た
ら
二
人
の
今
は
な
か
っ
た

と
い
う
か
ら
縁
は
奇
な
も
の
。

★
こ
こ
に
来
て
七
ヵ
月
過
ぎ
た
今
、

十
目
町
に
つ
い
て
「
良
い
と
思
う
こ

と
は
“
自
然
”
と
ふ
れ
合
う
機
会
が

多
く
、
景
色
も
人
の
心
も
ゴ
ミ
ゴ
ミ

し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
悪
い
こ
と

は
、
交
通
の
便
の
悪
さ
、
気
軽
に
楽

し
め
る
（
遊
べ
る
）
施
設
が
少
な
い

こ
と
で
す
ね
』

★
実
は
博
巳
さ
ん
の
お
母
さ
ん
も
京

都
か
ら
嫁
い
で
来
た
人
。
二
代
そ
ろ

っ
て
の
十
日
町
の
人
で
す
。
そ
の
お

母
さ
ん
を
良
き
手
本
に
し
な
が
ら
、

「
よ
き
妻
、
よ
き
嫁
、
そ
し
て
立
派

な
お
母
さ
ん
に
な
る
た
め
に
勉
強
し

て
ゆ
き
た
い
。
で
き
る
な
ら
ば
職
業

を
も
っ
て
も
…
…
」
と
力
強
い
決
心

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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灘
磯讐鎌

嚢麟

懸
磁麟

轟
す

　
十
一
月
期
の
福
祉
年
金
の
支
払
い

が
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

前
に
福
祉
年
金
証
書
を
、
つ
ぎ
の
日

程
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
印
鑑
及
び

保
管
証
を
持
参
の
上
指
定
の
場
所
で

お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。
（
受
け
と
り

は
、
代
理
の
か
た
で
も
結
構
で
す
。
）

　
例
年
午
前
中
は
混
み
合
い
ま
す
が
、

午
後
か
ら
は
比
較
的
す
い
て
い
ま
す
。

日
　
　
時

福
祉
年
金
証
書
交
付
場
所

受
　
給
　
郵
　
便
　
局

11

月
11
日
（
水
）

午
前
9
時

～
午
後
4
時

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

市
農
協
新
水
事
業
所

新
水
簡
易
郵
便
局

羽
根
川
荘
俵
山
に

六
　
箇
　
郵
　
便
　
局

川
治
簡
易
郵
便
局

川
治
簡
易
郵
便
局

中
　
条
　
公
　
民
　
館

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
　
条
　
公
　
民
　
館

下
　
条
　
郵
　
便
　
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

水
　
沢
　
公
　
民
　
館

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

11

月
12
日
（
木
）

午
前
9
時

～
午
後
3
時

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

水
　
沢
　
公
　
民
　
館

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

『献血車日程
期日　11月9日（月）

会場　関芳織物㈱

　期日　11月10日（火）

　会場　　睦織物明石町工場

　　時間はいずれも

　　　午前10時～午後3時まで

明日といわずいま献血しましょう

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
二
十
九
日
困
　
午
後
一
時

～
四
時
ま
で
　
春
日
町
一
・
一
丁
三

丁
目
の
各
一
部
▼
十
月
三
十
日
樹

午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で
　
山
本

町
二
丁
目
の
一
部
関
根
、
浅
之
平
、

笹
之
沢
、
池
之
平
、
落
之
水
、
孕
石
、

控
木
、
長
里
　
▼
十
一
月
二
日
㈲

正
午
～
午
後
四
時
ま
で
　
鉢
　
▼
十

一
月
六
日
樹
　
午
前
九
時
～
午
後
三

時
ま
で
　
川
治
上
町
の
一
部
、
大
黒

沢
、
小
黒
沢
、
伊
達
　
▼
十
一
月
十

日
㈹
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で

山
際
、
原
、
岩
野
、
為
永
、
漉
野
、

二
子
、
願
入
、
塩
野
　
▼
十
一
月
十

六
日
㈲
　
正
午
～
午
後
四
時
ま
で

小
泉
第
一
、
高
島
第
一
の
各
一
部
、

南
鐙
坂
、
北
鐙
坂
第
一
～
第
三
、
小

泉
第
二
、
樽
沢
、
稲
荷
町
三
南
、
三

本
通
り
、
丸
山
町
、
旭
町
の
各
一
部

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
下
条
地
区
婦
人
会
（
代
表
生
越

タ
ミ
）
一
万
円
　
▼
上
越
ヤ
ク
ル
ト

販
売
㈱
二
万
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控

木
）
千
円
　
▼
㈲
真
栄
社
六
千
六
円

▼
飯
酒
盃
澄
代
（
本
町
四
）
一
万
円

▼
真
生
会
（
鉢
）
三
万
円
　
▼
飯
酒

盃
澄
代
（
本
町
四
）
二
万
円
…
香
典

返
し
　
身
障
者
福
祉
へ

　
▼
ス
ナ
ッ
ク
ド
ラ
ム
（
代
表
片
桐

謙
次
）
二
万
五
千
二
百
二
十
三
円
、

▼
本
町
五
、
六
丁
目
青
年
部
会
（
代

表
飯
塚
孝
二
郎
）
三
万
円

｝
皿
月
の
休
日
敷
急
医

…
1
日
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
…

　
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番
…

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

…
3
日
　
干
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）
㎜

…
（
文
化
の
日
）
8
・
2
5
7
6
－
8
の
2
・
3
4
番
…

…
8
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

　
　
　
　
　
8
2
の
3
2
7
6
番
、

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

…
b
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
〒
目
）

　
　
　
　
　
8
2
の
2
5
8
1
番

｝
22
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番

…
2
3
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）

…
（
婁
の
日
）
8
8
の
2
0
3
9
番

…
29
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
日
程

●
該
当
者
満
3
歳
か
ら
1
5
歳
迄
の
人

●
料
　
金
満
3
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
人
｝
回
百
円
（
接
種
当
日
持
参
）

●
受
け
て
は
い
け
な
い
人

生
ワ
ク
投
与
．
麻
し
ん
接
種
を
受
け
た
後
一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
な
い
人

有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
、
そ
の
他
医
師

が
不
適
と
認
め
た
人

児
童
■
幾

　
　
　
　
　
　
麟
醤

　
児
童
手
当
法
の
一
部
が
改
定
さ
れ
、

手
当
月
額
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
民
税
の
戸
得
割
額
が
か
か
ら
な

い
方
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
の
支

給
額
が
、
十
月
分
か
ら
算
定
基
礎
児

童
一
人
あ
た
り
月
額
七
干
円
（
現
行

六
千
五
百
円
）
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
民
税
の
所
得
割
額
の

か
か
る
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
算

定
基
礎
児
童
一
人
あ
た
り
五
千
円
で

す
。　

※
算
定
基
礎
児
童
と
は

　
十
八
歳
未
満
の
児
童
の
う
ち
出
生

順
に
数
え
て
、
三
人
目
以
降
の
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

市
民
生
活
課
年
金
係
（
8
七
ー
一
三

一
一
番
内
線
二
一
八
）
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

とと
こ

ろき

十
一
月
二
十
日
囲
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

市
役
所
　
市
民
相
談
室

地
　
区
　
名

実
　
施
　
月
　
日

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

下
条
小
学
校
区

10
月
3
0
日
團

n
月
17
日
図

午
後
1
時
30
分

～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
30
分

～
2
時
ω
分

東
下
組
小
学
校

川
治
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

11

月
6
日
團

11

月
2
0
日
樹

履
贔
潔

保
健
セ
ン
タ
ー

鐙
島
小
学
校
区

11
月
1
0
日
㈹

H
月
2
5
日
困

午
後
2
時

～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分

～
3
時

真
田
小
学
校

水
沢
小
学
校
区

11

月
11
日
困

H
月
％
日
困

履
贔
獺

水
沢
出
張
所

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

11

月
12
日
困

11

月
2
4
日
㈹

履
鮎
潔

保
健
セ
ン
タ
ー

吉
田
小
学
校
区

11

月
1
8
日
困

12

月
2
日
困

午
後
2
時

～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分

～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

（
右
表
以
外
の
地
区
の
予
定
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

◎
注
意
事
項

o
接
種
前
は
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

O
接
種
当
日
の
朝
は
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。

O
母
子
健
康
手
帳
・
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．

O
問
診
票
は
保
護
者
が
責
任
を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
i
窓
口
ま

　
。
で
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
n
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

科
い
歯
が
は
み
方
に
の
い
児
れ

月
缶
冤

力
を
6
歯
歳
ら
3
か
・
す
い

児
ま
さ

月
り
だ

カ
あ
く

6
が
て

歳
診
来

－
検
て

●お
願
い

3
歳
児
検
診

11

月
11
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
i

53
年
5
月

生
れ
の
児

城全

1
歳
6
カ
月

児
　
検
　
診

11

月
路
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

茄
年
5
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に

育
児
学
級
11

月
％
日

　
（
木
）

午
後
1
時

～
1
時
半

56
年
7
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定
11

月
27
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
3
時

56
年
1
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
V

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
O

　
　
融

　
　
赫

　　口73号口
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㎜
　
本
格
的
な
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
市
で
は
、
5
6
豪
雪
の
生
々
し
㎜

㎜
い
体
験
か
ら
「
克
雪
都
市
宣
言
」
を
し
、
　
「
雪
処
理
に
関
す
る
条
例
」
を
㎜

㎜
制
定
し
て
、
豪
雪
に
た
ち
向
か
う
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
㎜

㎜
記
念
し
て
、
十
二
月
五
日
、
六
日
の
両
日
克
雪
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
　
㎜

㎜
　
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

●
4
中
学
生
図
画
・
書
道
展

●
豪
雪
記
録
写
真
展

●
高
橋
喜
平
写
真
展

●
克
雪
十
日
町
市
コ
ー
ナ
！

　
（
克
雪
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
計
画

の
概
要
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
紹

介
）●

雪
ま
つ
り
コ
ー
ナ
ー

（
雪
ま
つ
り
歩
み
展
・
映
写
会
）

〔
体
育
館
〕

●
屋
根
雪
処
理
関
係
展
示

①
柳
式
自
然
融
雪
家
屋
の
模
型
・

パ
ネ
ル
・
ビ
デ
オ
な
ど
、
②
ス
ベ
ル

ー
フ
に
よ
る
自
然
落
下
家
屋
の
模
型

③
プ
ラ
ヒ
ー
ト
（
電
熱
）
の
サ
ン
プ

ル
、
パ
ネ
ル
な
ど
、
④
M
型
消
雪
屋

根
家
屋
の
模
型
、
ビ
デ
オ
⑤
ア
キ

　
十
二
月
五
日
㈲
正
午
～
午
後
六
時

　
十
二
月
六
日
側
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ス
プ
ロ
ト
ス
（
電
熱
）
の
サ

〔
市
民
会
館
〕
　
　
　
　
　
　
　
ル
、
パ
ネ
ル
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
小
型
除
雪
機
械
展
示

、

克
雪
都
市
宣
言

　
　
　
　
記
念
大
会

日
時

対会
象場

ン
プ
　
　
内
容

●
消
雪
器
具
コ
ー
ナ
ー

●
住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
雪
に
対
し
て
の
住
宅
建
築
等
に
関

す
る
相
談
（
市
建
設
課
）

●
冬
の
防
災
コ
ー
ナ
！

●
私
の
ア
イ
デ
ア
発
表
コ
ー
ナ
ー

　
①
雪
ぴ
落
し
器
②
ス
ノ
ー
ブ
ル

③
車
輪
付
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
　
④
調
節

ノ
ズ
ル
付
消
雪
パ
イ
プ
　
⑤
拡
幅
し

た
流
雪
溝
及
び
流
雪
溝
の
安
全
ぶ
た

⑥
安
全
雪
ぴ
落
し
な
ど

●
冬
用
品
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー

　
ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
　
コ

ス
キ
、
雪
ト
イ
、
雪
囲
い
金
具
な
ど

の
展
示
即
売

●
ふ
る
さ
と
の
味
コ
ー
ナ
ー

　
模
擬
店
、
そ
ば
、
寿
司
、
山
菜
、

つ
け
も
の
な
ど

十
二
月
六
日
　
午
前
十
時
～

午
後
三
時

市
民
会
館
ホ
ー
ル

ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

式
典
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
発

表
、
表
彰
、
映
画
「
56
豪
雪

の
記
録
」
上
映
な
ど

克
雪
都
市
宣
言
記
念
講
演

「
克
雪
対
策
の
今
後
の
方
向

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
」

講
師
　
衆
議
院
議
員
　
佐
藤
隆

　
　
（
特
別
豪
雪
地
帯
振
興
議
員

　
　
連
盟
事
務
局
長
、
国
土
審
議

　
　
会
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
委
員
）

午
後
一
時
～
二
時
半

　
　
協
賛
講
演
会

日
時

講会
師場

演
題

冬
期
ご
み
収
集
計
画
晴
晶
君

　
　
　
　
　
　
　
一
部
を
除
き
夏
期
と
同
じ
に

　
こ
れ
ま
で
は
冬
期
間
（
十
二
月
～

三
月
）
に
な
る
と
、
ご
み
収
集
計
画

が
大
幅
に
変
り
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
今
冬
か
ら

は
、
車
輔
の
運
行
で
き
る
限
り
、
夏

期
の
収
集
計
画
通
り
実
施
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
車
輔
の
運
行
が
で
き
な

く
な
っ
た
地
域
か
ら
は
従
来
ど
お
り

持
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
願
い
し

ま
す
。
そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
該

当
の
衛
生
組
合
長
か
ら
お
手
数
で
も

衛
生
施
設
組
合
（
奮
二
－
三
九
二
四

番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
は

冬
期
間
と
く
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
道
路
事
情
で
ご
み
収
集
車
が
行

け
な
い
町
内
は
予
定
通
り
収
集
で
き

ま
せ
ん
．
状
況
を
各
町
内
で
適
確
に

判
断
し
、
収
集
不
能
な
場
合
は
、
各

自
出
し
た
ご
み
を
持
ち
帰
り
、
次
回

の
収
集
日
ま
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
も
え
な
い
大
き
な
ご
み
（
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
）
は
、

雪
消
え
後
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
事
業
系
の
廃
棄
物
（
産
業
廃
棄

物
も
）
の
う
ち
、
も
え
な
い
も
の
は

各
自
で
保
管
す
る
か
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。
や
む
を
え
ず
保
管
場
所
の
無

い
場
合
は
高
城
沢
で
一
時
保
管
し
ま

す
。
そ
の
場
合
、
消
雪
後
霧
谷
埋
立

地
へ
再
運
搬
を
お
願
い
し
ま
す
。

収集日が変更になる地域

十
二
月
五
日
　
午
後
一
時
四

十
五
分
～
午
後
五
時

市
民
会
館
ホ
ー
ル

萩
原
茂
裕
氏
　
　
（
町
づ
く
り

　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

手
づ
く
り
の
ふ
る
さ
と

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　
年
末
は
十
二
月
三
十
日
（
水
）
ま

で
日
程
表
通
り
収
集
し
ま
す
。
年

始
は
一
月
四
日
（
月
）
か
ら
で
す
。

ゴミ収集が休みになる地域

地　区　名 対　　象　　地　　域 対　象　地　域 もえるゴミ もえないゴミ

十日町、川治
六箇、吉田

津池、大池、菅沼、赤倉、控木、長里、落之水
船坂、塩ノ又、中手、中平、名ケ山

関根、浅之平、六箇山谷
中村

金 第1．第3、水

中　　　　条
嘉勝、池谷、入山、蕨平・東枯木又、西枯木又

三ツ山、上田原、宇田ケ沢、山新田、中条菅
沼、小貫 中条市ノ沢 水 金

ド　　　　条 仙ノ山、平、漉野、慶地、二子、願入、塩野

幸町、姿1・2、安養寺
細尾

火・金 水
水　　　　沢

天池、池之尻、漆島、池沢、野中、鍬柄沢、当
間、大石、南雲、中在家、水沢市ノ沢、珠川


